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八
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

は
じ
め
に

　

台
湾
で
は
、
人
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
死
後
七
日
ご
と
に
計
七
回
、

死
者
供
養
の
儀
礼
を
行
う
伝
統
が
現
在
ま
で
存
在
す
る（
１
）。
こ
れ
を
做

旬
（
做
七（
２
））
と
称
し
、
各
旬
は
一
回
目
を
頭
旬
（
頭
七
）、
二
回
目

を
二
旬（
二
七
）、三
回
目
以
下
は
六
旬
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
同
様
に
称
す
。

七
回
目
の
做
旬
は
特
に
尾
旬
（
尾
七
）
等
と
称
し
て
盛
大
に
行
い
、

通
常
そ
の
前
後
に
死
者
は
葬
ら
れ
る
。
こ
の
做
旬
の
う
ち
、
偶
数
の

二
旬
、
四
旬
、
六
旬
は
小
旬
と
さ
れ
、
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
対
し
て
奇
数
旬
は
大
旬
と
さ
れ
、
一
般
に
供
物
も
法
事
も
比

較
的
盛
大
で
あ
る
。
小
規
模
に
行
う
做
旬
は
遺
族
の
行
事
の
み
で
済

ま
さ
れ
る
が（
３
）、
大
規
模
な
做
旬
で
は
数
時
間
か
ら
数
日
を
掛
け
た
道

士
や
和
尚
等
の
法
事
が
加
わ
る
。

　

小
稿
で
は
、
こ
の
做
旬
の
う
ち
頭
七
に
つ
い
て
、
台
南
市
曾
文
溪

台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

富　

田　

綾　

美

以
南
地
域
の
道
士
（
小
稿
で
は
こ
の
地
域
の
道
教
を
台
南
道
教
と
称

す
）
が
関
わ
る
事
例
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
行
う
法
事
を
中
心
に
、

若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

　

頭
七
と
は
、
先
述
の
通
り
、
あ
る
死
者
に
つ
い
て
そ
の
死
後
七
日

目
に
行
う
儀
礼
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
七
年
以
来
台
南
道
教
の

儀
礼
を
調
査
し
て
お
り（
４
）、

こ
れ
ま
で
に
観
察
し
得
た
頭
七
の
事
例
は

十
六
例
あ
る
。
こ
れ
を
道
教
儀
礼
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
分
類
す

る
と
、
一
天
規
模
の
も
の
（
本
稿
で
は
こ
れ
を
頭
七
一
天
と
称
す
。

以
下
同
）、
主
に
開
通
冥
路
を
行
う
も
の
（
頭
七
開
通
冥
路
）、
主
に

救
苦
寶
巻
を
行
う
も
の
（
頭
七
救
苦
寶
巻
）、
短
い
念
誦
の
み
の
も

の
（
頭
七
召
魂
）
の
四
種
と
な
る（
５
）。
小
稿
で
は
、
こ
の
分
類
に
沿
っ

て
事
例
を
示
し
、
台
南
道
教
に
お
け
る
頭
七
の
基
本
的
な
形
式
を
探

る
と
共
に
、
頭
七
に
対
す
る
台
湾
人
の
信
仰
と
道
教
儀
礼
が
ど
の
よ

う
な
関
係
性
を
持
つ
の
か
考
え
て
み
た
い
。



台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

八
九

一
、
頭
七
一
天
功
德

　

一
天
規
模
の
頭
七
で
、筆
者
が
観
察
し
得
た
も
の
は
一
例
で
あ
る
。

他
に
、
儀
礼
中
で
使
用
す
る
齋
章（
６
）の
文
面
を
提
供
さ
れ
た
も
の
が
一

例
あ
る
。
筆
者
の
観
察
で
き
た
事
例
で
は
完
全
な
齋
章
が
用
意
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
の
提
供
さ
れ
た
齋
章
も
一
事
例
と
し

て
取
り
上
げ
、
内
容
を
検
討
し
た
い
。

【
事
例
１
】
台
南
市
南
區
喪
宅
に
お
け
る
頭
七
一
天

日
時
：
二
〇
一
八
年
八
月
三
十
一
日
（
農
暦
戊
戌
年
七
月
二
十
一
日
）

地
点
：
台
南
市
南
區
灣
裡　

喪
宅
の
隣
家
戸
口
前
（
道
壇
）、
隣
接

の
空
き
地
（
放
赦
）、
喪
宅
一
階
（
靈
堂（
７
））

主
行
齋
事
：
陳
穎
龍
道
長
（
高
雄
市
茄

區
）

道
士
団（
８
）：
道
士
五
人（
９
）、
武
場
（
大
鼓
・
銅
鑼
等
）
二
人
、
文
場
（
嗩

吶
・
揚
琴
等
）
一
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

8
時
50
分
～
8
時
52
分	

起
鼓

8
時
56
分
～
10
時
04
分	

請
聖
（『
無
上
啓
聖
科
儀
』（
使
用
さ

れ
た
科
儀
書（

（1
（

の
題
箋
。
以
下
題
箋
で
な
い
場
合
の
み
注
記
す
る
））・

詣
靈
説
法
（
途
中
で
齋
主（

（1
（

が
奠
酒
。
武
場
が
取
り
仕
切
る
）　

道
士

五
人

10
時
30
分
～
11
時
09
分	

開
通
冥
路
（『
無
上
冥
途
科
儀
』）・

詣
靈
説
法　

道
士
一
人
（
副
講
）

（
こ
の
間
に
齋
主
達
が
拜
水
圓
。
禮
儀
師
が
取
り
仕
切
る
。
齋
主
は

孝
服
着
用
）

11
時
22
分
～
11
時
56
分	

午
供
・
詣
靈
獻
食　

道
士
五
人

〈
昼
食
〉

14
時
05
分
～
15
時
00
分	

度
人
經
（『
度
人
上
品
妙
經
』）・
慈

悲
寶
懺
上
中
巻
（『
慈
悲
寶
懺
上
巻
』『
慈
悲
寶
懺
中
巻
』）・
詣
靈
弄

花　

誦
経
の
道
士
一
人
（
侍
香
）、
詣
靈
弄
花
の
道
士
三
人
（
都
講
、

引
班
、
武
場（

（1
（

）

15
時
20
分
～
15
時
46
分	

慈
悲
寶
懺
下
巻
（『
慈
悲
寶
懺
下

巻
』）・
詣
靈
弄
花　

誦
経
の
道
士
一
人
（
引
班
）、
詣
靈
弄
花
の
道

士
三
人
（
都
講
、
副
講
、
侍
香
）

15
時
58
分
～
16
時
40
分	

三
天
門
下
放
赦
（
放
赦
馬（

（1
（

、『
無
上

放
赦
科
儀
』）　

道
士
五
人

16
時
50
分
～
16
時
56
分	

沐
浴
（『
無
上
沐
浴
科
儀
』）　

道
士

一
人
（
都
講
）

16
時
59
分
～
17
時
17
分	

拜
三
寶
・
解
結（

（1
（

（『
無
上
解
結
科
儀
』）・

過
橋
（
17
時
16
分
～
）　

道
士
一
人
（
都
講
）

17
時
20
分
～
17
時
21
分	

謝
壇　

道
士
一
人
（
都
講
）

（
各
科
目
の
終
了
後
に
は
齋
主
が
紙
錢
を
焼
く
。
謝
壇
後
、
牽
亡
歌
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團
（
高
雄
市
岡
山
區
香
樺
牽
亡
歌
團
）
が
到
着
し
儀
礼
を
行
う
）

使
用
さ
れ
た
儀
礼
文
書（

（1
（

：
齋
章
（
請
聖
・
詣
靈
説
法
）、
亡
過
牒
（
開

通
冥
路
）、
慈
悲
懺
牒（

（1
（

（
三
道
。
慈
悲
寶
懺
上
中
下
巻
・
詣
靈
弄
花
）、

赦
書
（
三
天
門
下
放
赦
）、
地
道
關
文
（
三
天
門
下
放
赦（

（1
（

）

　

筆
者
が
観
察
し
得
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
の
死
者
は
、
同
年

農
暦
七
月
十
五
日
に
死
亡
し
、靈
堂
前
に
掛
け
ら
れ
た
大
燈
（
孝
燈
）

は
赤
色
の
大
父
で
何
代
か
は
書
か
れ
な
か
っ
た（

（1
（

。
靈
堂
内
に
は
小
靈

堂
（
右
（
靈
堂
か
ら
外
に
向
か
っ
て
。
以
下
同
））
と
棺
（
左（

（1
（

）
が

安
置
さ
れ
る
。
道
壇
は
、
正
面
に
三
清
の
神
画
（
三
幅
）
を
掛
け
、

そ
の
前
に
通
路
を
空
け
ず
洞
案
を
置
い
た
。
十
王
図
等
、
他
の
神
画

は
無
い
。
洞
案
上
に
は
付
近
の
廟
の
神
像
（
詳
細
は
不
明
）、
香
炉

が
二
つ
（
線
香
と
抹
香
）、
酒
と
茶
が
三
杯
ず
つ
、
花
瓶
二
つ
、
果

四
皿
、法
器
一
式
（
玉
磬
、木
魚
等
）、科
儀
書
一
式
の
風
呂
敷
包
み
、

個
別
の
儀
礼
で
使
う
用
具
（
赦
馬
、
花
盆
等
）
が
置
か
れ
た
。
三
清

の
神
画
の
み
を
掛
け
る
の
は
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
な
道
壇
の
設
け

方
で
あ
り
、
尾
旬
で
あ
れ
ば
靈
前
繳
（
半
日
程
度
の
儀
礼
）
で
こ
の

規
模
の
道
壇
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い（

（2
（

（
図
１
）。

　

齋
章
に
は
孝
男
（
死
者
の
息
子
）
か
ら
孝
外
曾
孫
女
ま
で
二
十
一

人
が
書
か
れ
る
が
、
こ
の
頭
七
で
は
、
い
ず
れ
の
科
目
も
内
孫
ま
で

の
十
二
人
が
齋
主
と
し
て
参
加
し
た
。
ま
た
、
三
旬
は
農
暦
七
月

二
十
四
日
に
一
天
規
模
で
行
わ
れ
、
尾
旬
は
、
一
朝
宿
啓
（
お
よ
そ

隣家

道路

道壇

靈 堂

小靈堂

卓

臉盆架

孝聯

大燈

靈寶

元始

道德

武場
（放赦）

卓

（放赦）

齋主

武場文場

齋主（放赦）

大燈

牽亡歌團

の

卓等

遺族の家と隣家の前には屋根が掛かっており日は当たらない

蓮花

靈堂全体と棺の周囲を
肌色のカーテンで覆う

洞

　案

罐
　頭
　塔
　等

罐
頭
塔
、
花
籃
等

棺

図１



台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

九
一

一
日
半
の
規
模
）
で
行
わ
れ
た
。
五
旬
を
含
む
そ
の
他
の
做
旬
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
事
例
の
齋
章
は
、
各
種
の
儀
礼
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
ら
か

じ
め
印
刷
さ
れ
た
用
紙
（
例
え
ば
、
冒
頭
の
齋
章
の
題
と
読
め
る
部

分
は
「
無
上
（
空
格
二
字
）
拔
度
功
果
超
昇
齋
章
」
と
印
字
さ
れ
る
。

通
常
は
、
儀
礼
に
合
わ
せ
て
空
格
に
「
首
七
」「
金
書
」
等
と
書
き

込
む
）
に
、
主
行
齋
事
の
法
名
、
喪
宅
の
住
所
等
を
書
き
込
ん
だ
も

の
が
使
用
さ
れ
た
。
但
し
、
頭
七
に
合
わ
せ
た
文
面
を
書
き
込
む
べ

き
部
分
（
前
述
の
空
格
等
）
は
空
欄
に
さ
れ
、
三
旬
で
も
こ
の
齋
章

が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
。
齋
章
以
外
の
儀
礼
文
書
も
印
刷
さ
れ
た

用
紙
が
使
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
頭
七
の
た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ

（
例
え
ば
、
慈
悲
懺
牒
、
地
道
關
文
に
は
「
無
上
首
七

0

0

拔
度
齋
壇
」

と
書
か
れ
る
）、
亡
過
牒
以
外
は
当
該
科
目
の
後
に
齋
主
に
よ
っ
て

焼
か
れ
た
。
亡
過
牒
は
、
道
士
の
宣
読
中
に
楽
師
が
招
魂
幡
に
結
び

付
け
た（

（2
（

。
招
魂
幡
は
通
常
、
出
殯
後
に
火
化
場
等
で
道
士
が
焼
く
。

　

道
教
儀
礼
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、【
事
例
２
】
で
合
わ
せ

て
検
討
す
る
。

　

道
士
が
行
う
各
科
目
の
終
了
後
に
は
、
齋
主
が
紙
錢
を
焼
い
た
。

紙
錢
は
通
常
九
金
が
使
用
さ
れ
る
が
、
既
婚
の
孝
女
は
蓮
花
金
（
も

し
く
は
蓮
花
銀
。
表
面
の
金
箔
、
銀
箔
で
区
別
さ
れ
る
の
み
で
用
途

の
違
い
は
な
い
）
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
多
く
の
事
例
で
は
全
科
目

の
終
了
後
に
は
蓮
花
も
合
わ
せ
て
焼
い
た（

（2
（

。
こ
の
蓮
花
の
有
無
は
遺

族
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
、
焼
か
れ
る
数
は
三
、七
、九
個
が
多
い
が

決
ま
り
の
有
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
事
例
で
は
、
他
に
道
士
が
関
わ
ら
な
い
行
事
と
し
て
、

拜
水
圓
（
拜
圓
）
と
牽
亡
歌
團
に
よ
る
儀
礼
が
あ
っ
た
。

　

拜
水
圓
と
は
、
遺
族
が
靈
堂
で
円
に
な
っ
て
「
圓
仔
（
団
子
）」

を
食
べ
「
錢
水
」
を
分
け
る
行
事
で
あ
り
、
子
孫
の
円
満
を
表
現
す

る
。
こ
れ
は
、
筆
者
の
観
察
し
得
た
全
て
の
頭
七
で
行
わ
れ
た
。
手

順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
禮
儀
師
が
死
者
に
対
し
て
、
帰
っ

て
き
て
圓
仔
を
食
べ
る
よ
う
に
と
呼
び
か
け
る
。
誦
経
を
行
う
場
合

に
は
、
本
日
死
者
の
た
め
に
誦
経
し
て
魂
路
を
開
く
旨
を
合
わ
せ
て

伝
え
る（

（2
（

。
そ
の
後
、
遺
族
は
バ
ケ
ツ
の
上
に
置
か
れ
た
ざ
る
に
載
っ

た
圓
仔
の
碗
を
取
っ
て
食
べ（

（2
（

、終
え
る
と
全
員
で
ざ
る
を
持
ち
上
げ
、

バ
ケ
ツ
か
ら
下
ろ
す
。
こ
れ
は
、
遺
族
の
団
結
を
意
味
す
る
。
そ
の

後
、
一
人
一
人
が
バ
ケ
ツ
の
中
の
十
元
硬
貨（

（2
（

を
拾
い
、
同
じ
く
バ
ケ

ツ
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
飲
む
。
十
元
硬
貨
は

紅
包
に
入
れ
て
引
き
出
し
等
に
し
ま
い
、
金
運
を
授
け
て
く
れ
る
も

の
と
す
る（

（2
（

。
道
具
の
一
式
は
、
当
日
朝
に
禮
儀
師
が
用
意
し
た
。
ま

た
、こ
の
圓
仔
は
頭
七
に
帰
宅
し
た
死
者
が
食
べ
る
も
の
と
も
さ
れ
、

死
者
に
自
ら
の
死
を
自
覚
さ
せ
る（

（2
（

、
死
者
の
帰
宅
を
確
認
す
る（

（2
（

と
い

う
目
的
が
説
明
さ
れ
る
。
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次
に
牽
亡
歌
團
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
の
事
例
に
お
い
て
彼
ら
の

準
備
段
階
ま
で
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
頭
七
に
合
わ
せ
て
死

者
救
済
の
儀
礼
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で

は
、
歌
棚
一
台
（
二
段
の
棚
が
付
い
た
屋
根
付
き
の
ワ
ゴ
ン
。
法
器

等
を
置
き
、
そ
の
周
囲
で
儀
礼
を
行
う
）
と
卓
一
台
を
用
意
し
、
卓

上
に
は
三
清
の
神
画
一
幅
が
掛
け
ら
れ
た
。
牽
亡
歌
團
の
儀
礼
は
、

こ
の
事
例
の
よ
う
に
道
士
や
和
尚
の
儀
礼
に
加
え
て
行
う
こ
と
が
あ

り
、
多
く
は
午
前
に
道
士
や
和
尚
、
午
後
に
牽
亡
歌
團
が
儀
礼
を
行

う
。
頭
七
に
牽
亡
歌
團
が
行
う
演
目
に
は
、「
挑
經
（
目
連
擔
經
）」

等
が
あ
る（

（3
（

。

【
事
例
２
】
台
南
市
關
廟
區
喪
宅
に
お
け
る
頭
七
一
天

日
時
：
二
〇
一
八
年
十
月
十
二
日
（
農
暦
戊
戌
年
九
月
初
五
日
）

①
無
上
首
七
拔
度
功
德
超
昇
齋
章
（
大
字
、「
上
首
」「
拔
度
」
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
三
寶
印
）

太
上
三
五
都
功
經
籙
天
樞
演
教
仙
官
知
北
極
驅
邪
院
兼
雷
霆
斗
府
事
微
臣
陳
三
玹
稽
首
頓
首
俯
伏
百
拜

上
言
右
臣
謹
疏
奏
為

大
中
華
民
國
臺
灣
省
（
喪
宅
住
所
）
吉
宅
居
住
奉

道
修
齋
禮
懺　
②
首
七　

拔
度
填
庫
陽
世
報
恩

（
孝
男
以
下
報
情
壽
妻
ま
で
の
遺
族
氏
名
）　　

洎
孝
眷
人
等
同
俯
露
哀
誠　
　

冒
干

玄
造
具
陳
哀
旨　

願
垂
拯
抜
者　

伏
以

地
点
：
台
南
市
關
廟
區　

喪
宅
（
詳
細
不
明
）

主
行
齋
事
：
陳
穎
龍
道
長　

但
し
、
儀
礼
文
書
は
王
鵬
榮
道
士
が
作

成
す
る
。

道
士
団
：
不
明

　

齋
章
の
文
面
を
提
供
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
聞
き
取
り
に
よ
る
補

足
を
加
え
つ
つ
、
齋
章
の
内
容
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
こ
の
事
例

の
死
者
は
、
農
暦
同
年
八
月
二
十
八
日
死
亡
、
九
月
十
三
日
に
三
旬

一
天
、
十
月
初
九
日
か
ら
初
十
日
に
か
け
て
尾
旬
一
朝
宿
啓
が
行
わ

れ
た
。
死
者
と
孝
男
は
共
に
台
南
の
道
士
で
あ
る
。

　

齋
章
の
全
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
改
行
、
文
字
の
配
置
は

原
文
の
ま
ま
。
作
成
途
中
の
も
の
を
提
供
さ
れ
た
た
め
、
朱
点
の
位

置
等
は
不
明
。
傍
線
、
括
弧
内
の
説
明
は
筆
者
に
よ
る（

（3
（

）。



台
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三

大
道
巍
巍　

能
濟
生
以
度
死　

玄
司
蕩
蕩　

可
釋
魂
而
放
魄　

迷
途
有
岸　

道
法
無
邊　

痛
念

　
　

亡
過
顯
老
（
亡
者
氏
名
）
一
位
正
魂
原
命
生
於
（
亡
者
生
年
月
日
時
）
受
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
幸
卒
于
（
亡
者
没
年
月
日
時
）
別
世

　
　
③
切
念 
考 

兮 

一 

位
正
魂　

塵
寰
乍
別　

魂
魄
初
飛　

思
冥
途
而
大
暗

　
　

想
去
路
以
難
通　

欲
破
幽
關　

須
仗
道
力
以
超
生

　
　
　
　
　
　

涓
卜
今
月 

初
五 

日
仗
道
抵
就
哀
舍
立
壇
修
設

④
無
上
首
七
拔
度
填
庫
淨
齋
功
果
一
天　
⑤
吉
時
起
鼓　
　
　

啓
請

大
道
普
告
群
真
詣
靈
説
法
舉
哀
奠
獻　

開
通
冥
路　

睹
見
光
明　

宣
誦
度
人
上
品
妙
經

　

朝
禮　

慈
悲
滅
罪
寶
懺　

中
午
獻
供
散
繞
奇
花　
　

臨
晩
須
降

三
天
門
下
赦
書
直
至
到
酆
都
赦
宥
亡
靈　

三
召
亡
魂
沐
浴
更
衣　

引
參

三
寶
殿
前
解
除
口
願
赦
滅
罪
愆　

引
亡
靈
過
橋　

完
滿
謝
壇　

送

聖
駕
回
程
俵
化
疏
財
等
因
延
奉　
　

慈
尊
廣
求
超
度　
　
　

 

伏
願

東
極
慈
尊
放
祥
光
而
接
引　

南
丹
真
老
紫
雲
路
以
逍
遥　

亡
者
昇
天
孝
眷
獲
福

　
　

一
切
有
情
同
登
道
岸　

虔
具
疏
奏　

 

以
聞
者 
右
謹
具
疏
端
拜
上
奏

太
乙
救
苦
天
尊
（
赤
字
）　

道
前　
臣　

恭
望

聖
慈
俯
垂　

遷
拔
謹
疏

天
運　

戊
戌　

年
（
三
寶
印
）　

九
月　
　
　

初
五　
　
　

日
微
臣
陳
三
玹
俯
伏
再
拜
疏
上
奏

東
極
青
宮
大
慈
仁
者
太
乙
尋
聲
救
苦
天
尊
（
大
字
）
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こ
こ
で
は
、
こ
の
齋
章
を
尾
旬
の
齋
章
と
比
較
し
、
異
同
の
有
る

部
分
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い（

（3
（

。
日
付
や
人
名
、
住
所
等
を
除
け

ば
、
こ
の
齋
章
に
特
有
の
部
分
は
、
傍
線
で
示
し
た
計
五
か
所
が
あ

る（
（3
（

。

　

ま
ず
、
①
、
②
、
④
は
こ
の
儀
礼
の
名
称
に
類
す
る
記
述
で
あ

る（
（3
（

。「
首
七
」
は
頭
七
と
同
義
で
あ
り
、
④
に
見
え
る
「
一
天
」
は

儀
礼
の
所
要
時
間
を
表
す
。
②
、
④
に
見
え
る
「
填
庫
」
は
科
目
の

名
称
で
あ
る
が
、
こ
の
事
例
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

③
は
、
こ
の
儀
礼
を
行
う
理
由
を
書
く
部
分
で
あ
り
、
死
者
の
現

状
を
述
べ
て
道
教
儀
礼
の
必
要
性
を
説
く
。
③
の
表
現
は
頭
七
専
用

で
あ
り
、
尾
旬
の
齋
章
で
は
、「
切
念
考
兮
一
位
正
魂
」
に
続
く
部

分
に
「
魂
歸
陰
府
魄
入
南
柯　

未
申
薦
拔
難
往
生
方
」
と
定
型
文
が

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
定
型
文
は
ま
だ
救
済
を
受
け
て
い

な
い
死
者
を
広
く
指
す
が
、
③
で
は
「
死
者
の
魂
は
、
こ
の
世
か
ら

離
れ
魂
魄
が
飛
び
立
っ
た
ば
か
り
（
考
兮
一 

位
正
魂　

塵
寰
乍
別　

魂
魄
初
飛
）」
と
死
者
の
状
況
を
死
後
間
も
な
い
時
点
と
特
定
す
る
。

ま
た
、
続
く
部
分
で
は
、
死
者
が
こ
れ
か
ら
進
む
道
は
暗
く
通
行
し

が
た
い
た
め
道
に
頼
り
関
を
開
く
必
要
が
あ
り
、
そ
し
て
死
者
は
超

生
で
き
る
と
書
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
頭
七
に
は
冥
途
幽
關

を
開
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
こ
の
頭
七
一

天
の
目
的
と
言
え
る
。

　

⑤
で
は
、
こ
の
儀
礼
で
行
う
科
目
の
内
容
が
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ

を
科
目
毎
に
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
は
【
事
例
１
】

の
説
明
に
お
け
る
名
称
）。

吉
時
起
鼓
（
起
鼓
）、
啓
請
大
道
普
告
群
真
（
請
聖
）、
詣
靈
説

法
舉
哀
奠
獻（
詣
靈
説
法
）、開
通
冥
路
睹
見
光
明（
開
通
冥
路
）、

宣
誦
度
人
上
品
妙
經
（
度
人
經
）、
朝
禮
慈
悲
滅
罪
寶
懺
（
慈

悲
寶
懺
上
中
下
巻
）、
中
午
獻
供
散
繞
奇
花
（
午
供
）、
臨
晩
須

降
三
天
門
下
赦
書
直
至
到
酆
都
赦
宥
亡
靈
（
三
天
門
下
放
赦
）、

三
召
亡
魂
沐
浴
更
衣
（
沐
浴
）、
引
參
三
寶
殿
前
（
拜
三
寶
）

解
除
口
願
赦
滅
罪
愆
（
解
結
）、
引
亡
靈
過
橋
（
過
橋
）、
完
滿

謝
壇　

送
聖
駕
回
程
俵
化
疏
財
（
謝
壇
）

【
事
例
１
】
と
比
較
す
る
と
詣
靈
弄
花
、
詣
靈
獻
食
が
欠
け
る
が
、

こ
れ
は
齋
章
上
の
省
略
で
あ
り
、
実
際
に
は
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
度
人
經
・
慈
悲
寶
懺
と
午
供
の
逆
転
も
指
摘
で
き
る

が
、
こ
れ
は
午
供
が
普
通
昼
食
前
に
固
定
し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
他

の
科
目
で
午
前
午
後
の
時
間
配
分
を
調
整
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ

る
。

　

な
お
、
王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
頭
七
一
天
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
右
に
加
え
て
給
牒
と
填
庫
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
沐
浴



台
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以
降
の
科
目
の
順
序
は
、
沐
浴
、
拜
三
寶
・
給
牒
・
解
結
、
填
庫
、

過
橋
、
謝
壇
と
な
る
。
但
し
、
過
橋
と
謝
壇
は
、
現
在
で
は
填
庫
に

出
掛
け
る
前
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
填
庫
と
は
、
遺
族
が

死
者
に
代
わ
っ
て
庫
錢
を
地
府
の
庫
官
に
収
め
る
科
目
で
あ
る
。
給

牒
は
そ
の
証
の
牒
（
庫
牒
）
を
死
者
に
与
え
る
科
目
で
あ
り
、
填
庫

を
行
わ
な
い
場
合
に
は
不
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
給
牒
は
拜
三
寶
、

解
結
と
一
続
き
の
科
目
に
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
給
牒
の
み
省
略

す
る
と
い
う
こ
と
は
さ
れ
て
い
な
い（

（3
（

。
填
庫
は
、
先
述
の
④
に
「
無

上
首
七
拔
度
填
庫

0

0

淨
齋
功
果
一
天
」
と
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
頭

七
に
お
い
て
不
可
欠
な
科
目
と
考
え
ら
れ
る
が
、【
事
例
１
】
で
は

旧
暦
七
月
の
事
例
で
あ
っ
た
た
め
庫
錢
が
好
兄
弟
（
鬼
）
に
奪
わ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
て（

（3
（

、【
事
例
２
】
で
は
齋
主
の
希
望
に
よ
り
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

　

こ
の
通
常
の
頭
七
一
天
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
尾
旬
一
天
と
比
較
す
る

と
、
尾
旬
で
は
打
城
と
祭
藥
が
加
わ
る
も
の
の
、
他
の
科
目
の
構
成

は
概
ね
同
様
で
あ
る
。
但
し
、
開
通
冥
路
に
つ
い
て
は
、
頭
七
で
行

わ
れ
た
場
合
、
尾
旬
で
は
基
本
的
に
行
わ
な
い（

（3
（

。
後
述
の
頭
七
救
苦

寶
巻
の
よ
う
に
、
頭
七
を
小
規
模
に
行
う
場
合
は
、
開
通
冥
路
を
頭

七
で
行
わ
ず
尾
旬
で
行
う
、
或
い
は
頭
七
と
尾
旬
の
ど
ち
ら
で
も
行

わ
な
い
こ
と
も
あ
る
が（

（3
（

、
頭
七
を
一
天
の
規
模
で
行
う
場
合
は
必
ず

頭
七
で
開
通
冥
路
を
行
う（

（3
（

。
要
す
る
に
、
頭
七
一
天
の
科
目
の
ほ
と

ん
ど
は
尾
旬
一
天
と
重
複
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、開
通
冥
路
、

打
城
、
祭
藥
の
三
科
目
の
実
行
の
有
無
の
み
が
、
道
教
儀
礼
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
い
て
こ
の
二
回
の
做
旬
が
区
別
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

二
、
頭
七
開
通
冥
路

　

筆
者
管
見
の
限
り
、
現
在
、
台
南
道
教
の
道
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
頭
七
は
、
多
く
が
一
天
未
満
の
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
常
、
鐘

鼓
（
ま
た
は
報
鐘
鼓
）
と
呼
ば
れ
る
道
士
一
人
と
後
場
二
人
（
武
場

一
人
と
文
場
一
人
）
の
編
成
で
、
二
時
間
程
度
で
行
わ
れ
る
。
こ
の

規
模
で
行
う
頭
七
で
は
、
頭
七
開
通
冥
路
と
、
頭
七
救
苦
寶
巻
の
二

種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
観
察
で
き
た
。

　

ま
ず
は
、
頭
七
開
通
冥
路
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

頭
七
で
、筆
者
が
観
察
し
た
得
た
も
の
は
五
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

土
地
公
と
城
隍
爺
を
祀
る
儀
礼
を
含
む
事
例
を
取
り
上
げ
た
い（

（4
（

。

【
事
例
３
】
台
南
市
南
區
殯
儀
館（

（4
（

に
お
け
る
頭
旬（

（4
（

開
通
冥
路

日
時
：
二
〇
一
七
年
十
一
月
十
日
（
農
暦
丁
酉
年
九
月
廿
二
日
）

地
点
：
台
南
市
南
區
殯
儀
館
（
公
立
）　

和
平
堂
（
丁
級
禮
堂
、
守

靈
室
）

主
行
齋
事
：
林
基
瑞
道
長
（
台
南
市
東
區
、
後
甲
道
壇
）

道
士
団
：
道
士
一
人
、
武
場
一
人
（
林
基
瑞
道
長
）、
文
場
一
人
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プ
ロ
グ
ラ
ム
：

8
時
33
分
～
8
時
44
分	

拜
土
地
公
・
城
隍
爺
（
仮
称
。
詳
細

は
後
述
の
通
り
）　

道
士
一
人

8
時
49
分
～
9
時
18
分	

召
魂
（
途
中
、
禮
儀
師
の
指
示
で
齋

主
が
奠
酒
す
る
）　

道
士
一
人

9
時
47
分
～
10
時
21
分	

開
通
冥
路
（
内
題
『
冥
路
真
科
』）　

道
士
一
人

（
10
時
24
分
～
10
時
29
分
に
、
齋
主
が
拜
水
圓
。
禮
儀
師
が
取
り
仕

切
る
）

10
時
40
時
～
11
時
00
分	

度
人
經
（
途
中
、
武
場
の
指
示
で
齋

主
が
供
物
を
捧
げ
る
。
昼
の
拜
飯
か
）　

道
士
一
人

（
各
科
目
終
了
後
、
齋
主
が
紙
錢
を
焼
く
。
度
人
經
の
後
に
は
蓮
花

三
つ
も
合
わ
せ
て
焼
く
）

　

戸
口
前
に
掛
け
ら
れ
た
大
燈
は
白
色
で
三
代
大
父
、神
主
は
無
く
、

魂
帛
が
用
い
ら
れ
る（

（4
（

。小
靈
堂
は
和
平
堂
内
中
央
、棺
は
外
に
向
か
っ

て
右
手
に
安
置
さ
れ
る
。
齋
主
は
麻
衣
（
麻
の
孝
服
）
の
女
性
一

人（
（4
（

。
死
亡
日
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
頭
旬
の
前
日
正
午
に
引
魂（

（4
（

が
、
頭
旬
の
翌
日
午
後
に
尾
旬
打
城
祭
藥
填
庫
が
行
わ
れ
た
。
城
は

枉
死
城
で
、
神
明
の
介
入
は
無
し
。
尾
旬
の
翌
日
朝
に
は
出
殯
（
動

棺
、
告
別
式
、
火
化
、
進
塔
）
が
行
わ
れ
た（

（4
（

。

　

こ
の
事
例
で
は
、
ま
ず
靈
堂
外
（
出
入
り
口
付
近
の
屋
根
が
あ
る

位
置
で
日
は
当
た
ら
な
い
）
の
卓
に
土
地
神
祇
・
城
隍
社
令
の
神
画

（
Ａ
４
程
度
の
大
き
さ
）
と
魂
身
（
死
者
を
か
た
ど
っ
た
人
形
）
を

置
き
、
黒
の
海
青
を
着
て
招
魂
幡
を
持
っ
た
道
士
一
人
が
儀
礼
を

行
っ
た
。
後
場
は
参
加
し
な
い
。
内
容
は
簡
単
な
念
誦
で
あ
り
、
最

後
に
齋
主
が

を
投
げ
た
。
こ
れ
は
、
亡
魂
の
到
着
の
有
無
を
占
う

も
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
儀
礼
は
、頭
七
の
前
晩
或
い
は
当
日
朝
に
、「
土

地
公
、
城
隍
爺
あ
る
い
は
山
神
の
手
助
け
を
請
い
、
亡
者
の
魂
魄
を

自
宅
或
い
は
靈
堂
に
連
れ
帰
り
、
彼
に
法
食
を
受
け
さ
せ
法
を
聴
か

せ
經
を
聞
か
せ
る
（
請
土
地
公
、
山
神
或
城
隍
爺
幫
忙
把
亡
者
的
魂

魄
帶
回
家
中
或
靈
堂
、
讓
他
受
享
法
食
聽
法
聞
經
）」
た
め
の
儀
礼

と
思
わ
れ
る（

（4
（

。

　

次
の
召
魂（

（4
（

は
、
頭
七
で
は
必
ず
行
わ
れ
る
科
目
で
あ
る（

（4
（

。
通
常
科

儀
書
は
無
く
、
招
魂
幡
を
持
っ
た
道
士
一
人
が
小
靈
堂
に
向
か
い

立
っ
て
行
う
。
歩
虚
（「
東
極
靑
宮
太
乙
救
苦
尊
…
」、
開
通
冥
路
の

歩
虚
と
同
文
）
や
浄
壇
呪
等
の
概
ね
固
定
し
た
要
素
と
形
式
は
あ
る

が
、
大
部
分
は
台
南
道
教
で
常
用
の
七
字
偈
等
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
行
う
道
士
や
時
間
の
制
約
に
よ
り
内
容
は
異
な
る
。
但

し
、
そ
の
中
に
は
招
魂
の
意
図
を
持
つ
念
誦
（
以
下
、
こ
れ
を
召
魂

呪
と
仮
称
す
る
）
が
必
ず
含
ま
れ
る
。
召
魂
呪
も
道
士
ご
と
に
異
な

る
内
容
を
持
つ
可
能
性
は
あ
る
が
、
一
例
と
し
て
王
鵬
榮
道
士
の
行

う
も
の
を
次
に
示
す（

（5
（

。



台
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（
唸
）
一
柱
神
旙
通
法
界
、
九
泉
使
者
引
魂
來
、
寶
幢
接
引
天

尊
（
筆
者
注
：
一
遍
或
三
遍
）、

志
心
焚
香
初
召
請
、
再
召
請
、
三
召
請
、
三
召
三
奉
請
、
召
請

引
魂
童
子
、
攝
魄
將
軍
、
召
魂
主
吏
、
神
虎
何
喬
二
大
將
軍
、

三
部
召
魂
使
者
、
泰
山
五
道
大
神
、
沿
途
土
地
正
神
、
追
攝
局

中
合
干
官
將
、
以
今
奉
道
攝
召
亡
過
云
云
位
魂
儀
、
惟
願
承
茲

道
經
師
三
寶
力
、
元
始
符
命
、
時
刻
昇
天
、
不
經
苦
惱
、
身
睹

光
明
、
魂
神
不
昧
、
儼
若
生
存
、
克
于
今
日
今
時
、
來
赴
華
筵

領
沾
功
德
庫
財
、
往
生
仙
界
、
即
便
超
昇
。

こ
の
召
魂
呪
で
は
、
招
魂
の
手
段
と
し
て
次
の
二
つ
が
示
さ
れ
る
。

一
つ
は
、「
神
旙
」
つ
ま
り
招
魂
幡
の
効
力
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
、

「
寶
幢
接
引
天
尊
」
の
働
き
で
あ
る（

（5
（

。
も
う
一
つ
は
、「
志
心
焚
香
」

以
下
で
呼
び
出
す
、招
魂
に
関
わ
る
神
明
の
働
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
手
段
で
召
し
出
さ
れ
た
亡
魂
に
つ
い
て
、
道
（「
道
經
師

三
寶
」）
の
力
に
よ
っ
て
「
超
昇
」
が
な
さ
れ
る
よ
う
請
求
す
る
。

こ
の
召
魂
呪
に
つ
い
て
は
、「
攝
魄
將
軍
」
を
呼
び
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
「
魄
」
も
招
魂
の
対
象
と
し
て
明
示
す
る
点（

（5
（

、
死
者
救
済
の
描
写

に
「
身
覩
光
明
」「
領
沾
功
德
庫
財
」
と
あ
っ
て
特
定
の
科
目
と
の

関
連
が
推
測
さ
れ
る
点
等（

（5
（

、
興
味
深
い
点
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
検

討
は
機
会
を
改
め
て
行
い
た
い
。

　

続
く
開
通
冥
路
も
、道
士
一
人
が
小
靈
堂
に
向
か
い
、立
っ
て
行
っ

た
。
魂
身
は
小
靈
堂
前
の
卓
に
置
か
れ
、
開
光
の
際
の
み
道
士
の
後

方
に
立
っ
た
齋
主
に
持
た
せ
た
。
こ
の
事
例
の
開
通
冥
路
は
、
三
界

側
に
魂
身
等
を
置
く
卓
を
置
か
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
道
壇
を
設
け

た
場
合
と
同
様
に
行
わ
れ
た
が
、
筆
者
の
観
察
し
た
他
四
例
の
頭
七

開
通
冥
路
で
は
、
魂
身
の
開
光
（
四
例
で
省
略
）、
開
通
冥
路
牒
文

の
宣
読
（
一
例
で
省
略（

（5
（

）
に
省
略
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

省
略
が
見
ら
れ
る
開
通
冥
路
で
は
、
い
ず
れ
も
道
士
と
齋
主
が
椅
子

に
座
り
儀
礼
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
度
人
經
は
誦
経
の
科
目
で
あ
り
、
内
容
は
道
蔵

本
『
靈
寶
無
量
度
人
經
』
の
巻
一
に
当
た
る
部
分
の
冒
頭
三
分
の
一

に
、
歩
虚
等
い
く
つ
か
の
呪
を
加
え
た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
こ
の
事
例
で

は
道
士
が
立
っ
た
ま
ま
全
文
を
読
ん
だ
が
、
他
の
四
例
で
は
齋
主
に

線
香
を
配
り
三
拜
さ
せ
た
後
か
ら
、
道
士
と
齋
主
ど
ち
ら
も
椅
子
に

座
っ
て
進
行
さ
れ
た
。

三
、
頭
七
救
苦
寶
巻

　

鐘
鼓
で
、
救
苦
寶
巻
を
行
う
頭
七
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
救
苦
寶

巻
を
上
巻
の
み
読
む
場
合
と
全
巻
の
場
合
と
が
あ
り
、
前
者
の
所
要

時
間
は
二
時
間
程
度
、
後
者
は
二
時
間
半
程
度
で
あ
る
。
所
要
時
間
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以
外
に
両
者
の
儀
礼
の
進
め
方
等
に
異
な
る
点
は
な
く
、
ど
ち
ら
で

行
う
か
は
、
各
道
士
の
習
慣
及
び
依
頼
者
の
意
向
に
よ
る（

（5
（

。
筆
者
は

上
巻
の
み
の
も
の
四
例
と
、
全
巻
の
も
の
五
例
の
計
九
例
を
観
察
し

て
い
る（

（5
（

。
こ
こ
で
は
、
全
巻
が
読
ま
れ
た
事
例
の
う
ち
、
靈
堂
と
小

靈
堂
が
別
に
設
け
ら
れ
た
も
の
を
紹
介
す
る（

（5
（

。

【
事
例
４
】
台
南
市
安
定
區
喪
宅
に
お
け
る
頭
七
救
苦
寶
巻

日
時
：
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
（
農
暦
己
亥
年
正
月
初
二
日
）

地
点
：
台
南
市
安
定
區
喪
宅　

戸
口
前
小
靈
堂

主
行
齋
事
：
陳
榮
守
道
長
（
安
定
）

道
士
団
：
道
士
一
人
、
武
場
一
人
、
文
場
一
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

9
時
01
分
～
9
時
25
分	

召
魂

（
齋
主
達
が
靈
堂
内
で
奠
酒
を
行
う
）

9
時
59
分
～
10
時
44
分	

救
苦
寶
巻
上
巻
（『
太
上
洞
玄
救
苦

寶
巻　

上
』）

（
齋
主
達
が
靈
堂
内
で
拜
水
圓
を
行
う
）

11
時
11
分
～
11
時
48
分	

救
苦
寶
巻
下
巻
（『
太
上
洞
玄
救
苦

寶
巻　

下
』）

（
全
科
目
終
了
後
、
齋
主
達
が
九
金
と
蓮
花
三
つ
を
焼
く
。
他
の
科

目
終
了
後
は
記
録
を
怠
っ
た
）

　

靈
堂
前
に
掛
け
ら
れ
た
大
燈
は
赤
色
の
祖
父
で
何
代
か
は
不
明
で

あ
る
。
喪
宅
は
三
合
院
建
築
で
、
正
面
の
正
廳
が
靈
堂
（
内
靈
）
に

宛
て
ら
れ
、
中
庭
に
シ
ー
ト
で
屋
根
を
設
け
て
小
靈
堂(

外
靈)

が

置
か
れ
た
。
ま
た
、
向
か
っ
て
右
手
建
物
の
外
壁
に
は
、「
嚴
制
」

と
書
か
れ
た
貼
り
紙
が
さ
れ
た
。
靈
堂
内
は
外
に
向
か
っ
て
右
手
に

棺
、左
手
奥
に
紙
厝
、左
手
入
り
口
側
に
靈
桌
が
置
か
れ
た
（
図
２
）。

紙
厝
の
中
に
は
、元
寶
が
撒
か
れ
た（

（5
（

。
靈
桌
上
に
は
神
主
と
香
炉（
喪

宅
の
も
の
）、
六
菜
、
五
牲
等
が
置
か
れ
、
付
近
の
床
に
七
星
燈
が

置
か
れ
た
。
小
靈
堂
に
は
遺
影
と
魂
身
、
香
炉
（
道
長
の
も
の
）、

道
士
の
法
器
類
等
が
置
か
れ
た
。
齋
主
は
孝
男
三
人
を
含
む
十
六
人

で
、
外
孫
子
女
ま
で
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
事
例
で
は
、
道
教
儀
礼
は
小
靈
堂
前
で
、
做
旬
行
事
は
靈
堂

内
ま
た
は
靈
堂
の
前
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
空
間
の
問
題
か
ら
道

教
儀
礼
を
小
靈
堂
の
前
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
或
い
は
、
道
教
儀
礼
は
魂
身
に
対
し
て
、
做
旬
行
事
は
神

主
に
対
し
て
行
う
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。
道
壇
を

設
け
て
功
德
儀
礼
を
行
う
場
合
を
考
え
る
と
、
魂
身
と
神
主
は
共
に

靈
堂
に
置
か
れ
る
が
、
開
通
冥
路
な
ど
い
く
つ
か
の
科
目
を
行
う
際

に
は
魂
身
の
み
道
壇
に
運
ぶ（

（6
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
神
主
を

置
き
做
旬
行
事
を
行
う
内
靈
と
、
魂
身
を
置
き
道
教
儀
礼
を
行
う
外

靈
の
関
係
は
、
靈
堂
と
道
壇
の
関
係
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。



台
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こ
の
事
例
で
行
わ
れ
た
召
魂
も
、
頭
七
開
通
冥
路
の
も
の
と
同
内

容
で
あ
る
。
小
靈
堂
に
向
か
い
全
員
立
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

救
苦
寶
巻
は
、
こ
の
事
例
を
含
む
す
べ
て
の
事
例
で
、
道
士
、
齋

主
共
に
椅
子
に
座
っ
て
進
行
さ
れ
た
。
救
苦
寶
巻
は
、
仏
教
の
金
剛

対
巻
に
対
抗
し
て
、
百
四
十
年
程
前
に
台
南
の
道
士
達
が
作
成
し
た

も
の
と
さ
れ
る（

（6
（

。
内
容
は
靈
寶
度
人
經
第
一
巻
に
依
拠
し
、
ま
た
、

寶
巻
内
で
は
十
大
功
德
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
無
上
大
齋

功
德
科
と
同
文
で
あ
る（

（6
（

。
上
巻
は
第
四
大
功
德（

（6
（

ま
で
、
下
巻
は
若
干

の
唱
を
挟
ん
だ
の
ち
、
続
き
か
ら
巻
末
ま
で
と
な
る
。
上
巻
を
前
後

に
分
け
る
場
合
は
、
前
半
は
第
一
大
功
德
の
前
ま
で（

（6
（

、
後
半
は
唱
を

挟
ん
で
続
き
か
ら
上
巻
の
終
わ
り
ま
で
で
あ
る
。
な
お
、
道
壇
を
設

け
る
規
模
の
儀
礼
で
救
苦
寶
巻
を
行
う
場
合
は
、
道
壇
の
三
界
側
に

卓
を
置
き
、
こ
の
卓
上
に
魂
身
を
置
い
て
道
士
四
人
程
度
で
行
う
。

ま
た
、
以
前
は
靈
堂
で
行
わ
れ
た
と
い
う（

（6
（

。

四
、
頭
七
召
魂

　

召
魂
の
み
を
行
う
頭
七
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
形
式
の
頭
七
を
一

例
の
み
観
察
し
て
い
る
。
道
士
一
人
が
十
分
未
満
で
済
ま
せ
る
も
の

で
、
恐
ら
く
は
道
士
が
行
う
頭
七
で
最
も
規
模
の
小
さ
い
も
の
で
あ

る（
（6
（

。

道路

靈　堂 喪　宅

小靈堂

喪燈

孝聯
大燈 大燈

扇風機

洗面器
七星燈

靈桌

紙厝

嚴制の貼り紙

齋主

武場

文場

ブルーシートのテント

靈堂奥の壁と棺を
肌色のカーテンで覆う

花
籃

花
籃

罐
頭
塔
、
花
籃
等

棺

図２
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【
事
例
５
】
高
雄
市
橋
頭
區
第
二
殯
儀
館
に
お
け
る
頭
七
召
魂

日
時
：
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
七
日
（
農
暦
己
亥
年
七
月
二
十
七
日
）

地
点
：
高
雄
市
橋
頭
區　

高
雄
市
立
第
二
殯
儀
館
（
橋
頭
分
館
）　

豎
靈
區（

（6
（

二
号

主
行
齋
事
（
尾
旬
に
お
け
る
も
の
）：
杜
永
昌
道
長
（
永
安
）

道
士
団
：
道
士
一
人
（
王
鵬
榮
道
士
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

10
時
40
分
～
10
時
47
分	
召
魂

（
10
時
54
分　

齋
主
が
拜
水
圓
を
行
う
。
壽
夫
も
参
加
す
る
）

　

大
燈
は
白
色
の
三
代
大
母
で
、
こ
れ
は
火
化
後
移
動
し
た
先
の
停

柩
室
前
に
掛
け
ら
れ
た
。
こ
の
事
例
の
死
者
は
農
暦
七
月
二
十
一
日

に
死
亡
し
、
こ
の
日
の
夜
に
入
館
（
殯
儀
館
入
り
。
冷
凍
室
に
入
っ

た
）、
翌
日
に
道
士
に
よ
る
安
靈
、
頭
七
と
同
日
に
入
殮
及
び
先
行

火
化
、
農
暦
同
月
二
十
八
日
に
孝
女
旬
（
做
旬
行
事
の
み
）、
農
暦

八
月
初
二
日
に
尾
旬
打
城
填
庫
、
同
月
初
三
日
に
告
別
式
と
進
塔
、

自
宅
に
戻
り
安
神
主
を
行
っ
た（

（6
（

。
齋
主
は
独
身
の
孝
女
（
麻
衣
）
が

一
人
で
あ
り
、
壽
夫
は
多
く
の
儀
礼
で
孝
女
に
付
き
添
っ
た
が
孝
服

の
着
用
は
無
か
っ
た
。

　

こ
の
事
例
の
召
魂
は
、
他
の
頭
七
と
比
較
し
て
非
常
に
短
く
、
安

靈
や
進
塔
で
行
わ
れ
る
も
の
に
近
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
唱
の
句
数
を

減
ら
す
、
普
通
唱
で
読
ま
れ
る
部
分
を
念
に
す
る
等
に
よ
っ
て
短
縮

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、内
容
に
大
き
な
省
略
が
入
る
も
の
で
は
な
い
。

小
結

　

こ
こ
ま
で
、台
南
溪
南
地
域
で
行
わ
れ
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て
、

事
例
に
よ
り
検
討
を
試
み
た
。

　

頭
七
の
道
教
儀
礼
に
は
、
召
魂
を
行
う
だ
け
の
十
分
に
も
満
た
な

い
も
の
か
ら
一
日
が
か
り
の
も
の
ま
で
様
々
な
規
模
の
も
の
が
あ
る

が
、
現
在
最
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
鐘
鼓
と
呼
ば
れ
る
二

時
間
前
後
の
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

　

大
淵
忍
爾
氏
は
、
偶
数
旬
に
は
誦
経
を
行
い
奇
数
旬
に
は
一
天
規

模
の
儀
礼
を
行
う
と
す
る（

（7
（

が
、
か
つ
て
の
話
と
し
て
も
全
て
の
家
で

こ
の
よ
う
に
行
い
得
た
と
は
考
え
難
い
。
徐
福
全
氏
が
、
裕
福
な
家

は
毎
旬
功
德
を
行
い
、
貧
し
い
家
は
行
わ
な
い
と
す
る（

（7
（

の
が
実
情
に

近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
三
十
年
程
前
の

左
鎮
で
は
、
頭
七
に
は
召
魂
と
誦
経
の
み
行
い
、
尾
旬
に
路
關
（
開

通
冥
路
と
代
替
関
係
に
あ
る
科
目（

（7
（

）
を
含
む
功
德
を
行
っ
た
。
現
在

で
も
、
頭
七
で
頭
七
救
苦
寶
巻
を
行
い
尾
旬
に
開
通
冥
路
を
含
む
靈

前
繳
を
行
う
組
み
合
わ
せ
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
以
前
の
や
り
方

や
、
異
な
る
地
域
の
習
慣（

（7
（

に
つ
い
て
は
、
今
後
ま
た
聞
き
取
り
等
に

よ
り
調
査
を
進
め
た
い
。



台
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最
後
に
、「
は
じ
め
に
」
で
提
起
し
た
、
頭
七
に
対
す
る
台
湾
人

の
信
仰
と
道
教
儀
礼
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
行
い
た

い
。

　

ま
ず
、
頭
七
に
関
す
る
台
湾
人
の
信
仰
と
し
て
、
頭
七
に
は
死
者

が
自
ら
の
死
を
知
り
自
宅
に
帰
っ
て
泣
く
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
。
徐
福
全
氏
に
よ
れ
ば
、
一
部
の
地
域
に
は
、
死
後
第
六
日
夜
か

ら
第
七
日
朝
に
遺
族
が
土
地
公
を
祀
り
、
死
者
を
連
れ
て
く
る
よ
う

に
依
頼
す
る
習
俗
が
存
在
す
る（

（7
（

。【
事
例
３
】で
行
わ
れ
た
拜
土
地
公
・

城
隍
爺
の
よ
う
な
道
教
儀
礼
は
、
こ
の
習
俗
に
関
係
し
て
必
要
と
さ

れ
、
行
わ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
死
者
の
帰
宅
に

関
係
し
た
習
俗
は
存
在
す
る
が（

（7
（

、
筆
者
管
見
の
限
り
、
例
え
ば
遺
族

が
死
者
を
呼
び
招
く
等
の
、
死
者
が
帰
宅
す
る
こ
と
自
体
に
働
き
か

け
る
目
的
の
行
事
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
死
者
の
死

因
が
突
然
の
事
故
等
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
道
士
と
遺
族
は
そ
の
死

亡
の
現
場
で
引
魂
を
行
い
、

で
死
者
の
到
着
を
占
う
。
こ
の
よ
う

な
異
常
な
死
を
遂
げ
た
死
者
に
対
し
て
は
、
特
に
確
実
に
靈
堂
ま
で

帰
り
着
か
せ
る
必
要
が
有
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う（

（7
（

。

　

も
う
一
つ
、
台
湾
人
の
信
仰
で
は
、
頭
七
は
魂
路
を
開
く（

（7
（

と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
開
魂
路
の
た
め
に
、
遺
族
は
道
士
等
に
誦
経
を

依
頼
す
る（

（7
（

。
ま
た
、
道
教
儀
礼
で
も
、
頭
七
に
死
者
が
通
る
た
め
の

道
を
開
く
、
と
い
う
こ
と
は
重
要
視
し
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
頭

七
一
天
の
齋
章
で
は
冥
途
幽
關
を
開
く
こ
と
が
儀
礼
の
目
的
と
さ
れ

る
ほ
か
、
冥
路
を
開
く
科
目
で
あ
る
開
通
冥
路
が
、
頭
七
一
天
で
は

必
ず
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
開
魂
路
と
開
冥
途
幽
關
、
開
通
冥
路
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
も
の
で
、
互
い
に
関
係
を
持
つ
の
か
ど
う
か
、
台
湾
人
の
信
仰
と

道
教
儀
礼
と
の
関
係
を
探
る
う
え
で
も
重
要
な
問
題
と
は
な
る
が
、

ひ
と
ま
ず
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

（7
（

。

　

小
稿
で
は
、
台
湾
人
の
信
仰
と
の
関
係
か
ら
頭
七
の
道
教
儀
礼
を

考
察
し
た
が
、
今
後
は
道
教
儀
礼
の
枠
組
み
、
伝
統
の
中
で
改
め
て

頭
七
の
儀
礼
を
捉
え
な
お
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
成
す
る
各
科
目
の
内
容
や
、
他
の
旬
で
行
う
儀
礼
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
必
要
が
有
る
。

　

な
お
、
筆
者
の
台
南
に
お
け
る
調
査
で
は
、
台
南
道
教
の
道
士
の

方
達
及
び
禮
儀
師
の
方
達
、
ま
た
儀
礼
を
依
頼
し
た
各
御
家
庭
の

方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
王
鵬
榮
道
士
か
ら
は
、
筆
者

の
台
湾
滞
在
中
の
み
な
ら
ず
、
日
頃
か
ら
調
査
に
全
面
的
な
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
こ
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）　

但
し
、
実
際
に
行
う
際
に
は
必
ず
し
も
七
回
行
わ
ず
、
各
旬
の
間
の
日



一
〇
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

数
も
、
七
日
か
ら
短
縮
が
許
容
さ
れ
る
。
楊
士
賢
氏
に
よ
れ
ば
、
頭
七
が

現
在
ま
で
死
後
七
日
目
に
行
わ
れ
る
形
式
を
維
持
す
る
以
外
、
そ
の
他
の

做
旬
は
、
早
く
も
清
代
に
は
、
民
間
に
お
い
て
「
偸
日
」
と
い
う
方
法
で

期
間
を
短
縮
し
て
行
わ
れ
た
（
楊
士
賢
『
臺
南
喪
葬
禮
俗
研
究
』
臺
南
市

政
府
文
化
局
、
二
〇
一
九
年
、
一
三
〇
頁
）。
徐
福
全
『
臺
灣
民
間
傳
統
喪

葬
儀
節
研
究
』
徐
福
全
、
二
〇
〇
八
年
、
五
九
七
‐
五
九
九
頁
も
参
照
。

ま
た
、
道
教
地
（
台
南
市
の
曾
文
溪
以
南
で
楊
氏
が
「
釋
教
地
」
に
分
類

す
る
の
は
楠
西
區
照
興
里
と
南
化
區
關
山
里
で
あ
り
、「
道
教
地
」
は
そ
れ

以
外
の
地
域
を
指
す
。
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、
二
九
頁
を
参
照
）
で
は
、

必
ず
し
も
七
回
の
做
旬
が
行
わ
れ
ず
、
子
孫
の
人
数
等
に
応
じ
て
做
旬
の

数
が
決
ま
る
（
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、
一
三
一
頁
）。
筆
者
の
観
察
し
た
事

例
で
も
、
お
よ
そ
楊
氏
の
指
摘
す
る
通
り
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
但
し
、

死
者
の
子
孫
の
人
数
と
做
旬
の
数
の
関
係
、
及
び
各
旬
を
担
当
す
る
子
孫

は
氏
の
説
明
す
る
形
式
に
必
ず
し
も
従
わ
な
い
。溪
南
の
道
教
地
内
で
あ
っ

て
も
、
地
域
ご
と
（
或
い
は
禮
儀
社
ご
と
）
の
習
慣
の
違
い
と
遺
族
の
希

望
に
応
じ
て
柔
軟
に
運
用
さ
れ
、
実
態
の
把
握
に
は
事
例
を
観
察
す
る
必

要
が
あ
る
。

（
２
）　

做
旬
と
做
七
は
台
湾
各
地
で
習
慣
に
よ
っ
て
呼
び
分
け
ら
れ
る
。
徐
福

全
二
〇
〇
八
年
、
五
九
四
頁
以
下
参
照
。
徐
氏
に
よ
れ
ば
、「
台
南
縣
」「
台

南
市
」
等
の
泉
籍
地
区
の
人
は
多
く
做
旬
と
称
す
。
ま
た
、
楊
士
賢
氏
に

よ
れ
ば
、
現
在
で
は
、
台
南
の
「
釋
教
地
」
で
は
「
做
七
」
と
称
し
、「
道

教
地
」
で
は
「
做
旬
」
と
称
す
（
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、一
二
九
頁
参
照
）。

道
教
儀
礼
文
書
上
で
の
各
旬
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
浅
野
春
二
氏
に
よ
っ

て
陳
榮
盛
道
長
の
使
用
す
る
名
称
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。「
頭
旬
の

場
合
は
「
首マ

マ

七
無
上
冥
途
拔
度
一
天
」
あ
る
い
は
「
首
七
開
通
冥
途
拔
度

一
天
」、
三
旬
の
場
合
は
「
無
上
三
旬
拔
度
一
天
」」（
浅
野
春
二
『
台
湾
に

お
け
る
道
教
儀
礼
の
研
究
』笠
間
書
院
、二
〇
〇
五
年
、二
九
〇
頁
）。
二
旬
、

四
旬
、
五
旬
、
六
旬
も
一
天
で
行
う
場
合
の
名
称
は
三
旬
に
準
じ
る
。
筆

者
が
現
地
調
査
で
得
た
資
料
も
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、

做
旬
做
七
の
呼
び
分
け
に
つ
い
て
ひ
と
ま
ず
は
先
学
の
論
に
依
り
た
い
。

小
稿
は
台
南
市
曾
文
溪
以
南
地
域
（
小
稿
で
は
高
雄
市
路
竹
以
北
も
こ
の

地
域
に
含
め
る
）の
道
教
式
の
事
例
を
対
象
と
す
る
た
め
、基
本
的
に
は「
做

旬
」
と
称
し
、
或
い
は
各
事
例
で
使
用
さ
れ
た
名
称
を
用
い
る
。
但
し
、

一
度
目
（
死
後
七
日
目
）
の
做
旬
に
つ
い
て
は
、こ
の
原
則
に
依
ら
ず
「
頭

七
」
と
称
し
た
い
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
現
地
で
聞
き
取
り
を
行
う
中
で
、

一
度
目
の
做
旬
に
つ
い
て
、
死
後
六
日
目
（
死
亡
し
た
日
を
含
む
）
の
夜

に
行
う
も
の
が
「
頭
旬
」、
七
日
目
の
朝
に
行
う
も
の
が
「
頭
七
」
と
説
明

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。も
っ
と
も
、こ
れ
は
頭
七
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

以
降
の
做
旬
に
つ
い
て
も
做
七
の
前
日
夜
に
做
旬
を
行
う
と
い
う
関
係
性

が
説
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
道
教
儀
礼
文
書
上
で
一
度
目
の

做
旬
の
み
「
首
七
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
筆
者
が
観
察
し
た
中
で
は
頭

七
の
み
七
と
称
す
、
ま
た
は
頭
七
の
み
前
日
夜
に
頭
旬
を
行
う
事
例
が
い



台
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く
つ
か
確
認
で
き
た
。
よ
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
は
頭
七
の
み
こ
の
よ
う
に
呼

び
分
け
た
い
。
前
述
の
通
り
こ
の
日
は
必
ず
死
後
七
日
目
で
あ
る
た
め
、

そ
の
意
識
が
呼
称
に
影
響
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）　

小
稿
で
は
、
做
旬
の
儀
礼
の
う
ち
道
士
等
の
宗
教
職
能
者
が
関
わ
ら
ず

遺
族
が
行
う
部
分
を
做
旬
行
事
と
称
し
、
道
士
等
の
行
う
法
事
と
区
別
す

る
。
こ
れ
は
、
通
常
、
禮
儀
師
と
呼
ば
れ
る
禮
儀
社
（
葬
儀
社
）
の
人
員

が
遺
族
に
指
示
を
出
し
行
う
も
の
で
あ
り
、
上
香
や
奠
酒
等
か
ら
な
る
。

禮
儀
師
は
喪
葬
儀
礼
を
総
合
的
に
取
り
仕
切
る
職
業
で
あ
り
、
阿
兄
・
土

公
等
の
伝
統
的
な
職
業
を
継
承
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
働
き
を
あ
く
ま

で
遺
族
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
、
道
士
等
の
宗
教
的
職
能
者
と
は
区
別

す
る
。
禮
儀
師
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
は
禮
儀
師
管
理
辦
法
（
二
〇
一
七

年
五
月
修
正
。
內
政
部
民
政
司
「
禮
儀
師
管
理
辦
法
」
内
政
部
全
國
殯
葬

資

訊

入

口

網
、https://m

ort.m
oi.gov.tw

/frontsite/statute/

dcaStatuteA
ction101.do?m

ethod=doListA
llChapter&

iscancel=tr

ue&
page=

２&
chapterId=68　

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
一
月

十
二
日
）、
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
殯
葬
管
理
條
例
（
二
〇
一
七
年
六
月
修

正
。
內
政
部
民
政
司
「
殯
葬
管
理
條
例
」
内
政
部
全
國
殯
葬
資
訊
入
口
網
、

https://m
ort.m

oi.gov.tw
/frontsite/statute/dcaStatuteA

ction101.

do?m
ethod=doListA

ll&
siteId=M

T
A
x&

subM
enuId=511　

最
終

閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
三
日
）
第
四
十
六
条
を
参
照
。

（
４
）　

筆
者
の
功
德
儀
礼
（
死
者
供
養
の
儀
礼
）
に
関
す
る
調
査
地
域
は
、
台

南
市
南
區
か
ら
高
雄
市
北
部
の
海
沿
い
及
び
台
南
市
左
鎮
區
周
辺
の
山
沿

い
の
地
域
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
は
、筆
者
が
そ
の
参
加
す
る
儀
礼
を
度
々

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
王
鵬
榮
道
士
（
左
鎮
（
こ
の
道
士
が
所
属
す

る
お
お
よ
そ
の
地
区
。
以
下
、道
士
の
氏
名
に
続
け
て
書
く
地
名
は
同
義
））

の
主
な
活
動
地
域
で
あ
る
。

（
５
）　

他
に
、
頭
旬
に
召
魂
、
度
人
經
、
慈
悲
寶
懺
を
行
う
も
の
を
聞
き
取
り

で
確
認
し
て
い
る
。
夜
間
に
行
わ
れ
（
開
始
は
二
〇
時
頃
）、主
行
齋
事
（
そ

の
功
德
儀
礼
に
お
け
る
道
士
の
代
表
）
は
蔡
燦
輝
道
長
（
玉
井
）
で
あ
っ
た
。

別
に
頭
七
を
行
っ
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
（
二
〇
二
〇
年
一
月
十
九

日
、
王
鵬
榮
道
士
か
ら
聞
き
取
り
）。

（
６
）　

齋
章
は
、
疏
文
、
意
文
と
も
言
う
。
但
し
、
齋
章
は
功
德
で
の
み
用
い

る
名
称
で
あ
る
。
主
行
齋
事
の
職
位
や
齋
主
（
注
11
参
照
）
の
氏
名
、
死

者
の
氏
名
と
生
没
年
、
儀
礼
の
趣
旨
、
科
目
等
が
書
か
れ
、
洞
案
上
に
置

い
て
儀
礼
中
に
道
士（
主
に
副
講
）が
読
み
上
げ
る
。
小
規
模
な
功
德
で
は
、

齋
章
が
用
意
さ
れ
ず
、
訃
聞
（
死
亡
通
知
）
等
で
死
者
と
齋
主
の
氏
名
等

を
確
認
し
、
他
は
諳
ん
じ
る
こ
と
が
多
い
。

（
７
）　

本
稿
で
は
、
神
主
（
位
牌
）
が
置
か
れ
る
空
間
を
指
し
て
靈
堂
と
呼
ぶ
。

こ
の
靈
堂
内
に
は
、
棺
や
小
靈
堂
（
三
寶
架
。
最
上
部
に
三
清
道
祖
や
三

寶
佛
等
を
置
き
、
下
の
段
に
遺
影
、
神
主
、
供
物
等
を
置
く
ひ
な
壇
）、
紙

厝
（
死
者
の
た
め
の
家
）
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
丸
山
宏
氏
は
こ
の

靈
堂
を
「
家
族
の
空
間
」
と
し
て
「
道
敎
の
空
間
」
で
あ
る
道
壇
と
対
比



一
〇
四

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

す
る
（
丸
山
宏
『
道
敎
儀
禮
文
書
の
歷
史
的
硏
究
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
四
年
、
二
九
五
‐
二
九
八
頁
参
照
）。
喪
宅
と
は
、
死
者
及
び
遺
族

の
自
宅
。
齋
章
上
は
哀
舎
と
も
書
か
れ
る
。

（
８
）　

小
稿
で
は
、
当
該
儀
礼
の
た
め
に
道
長
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
道
士
、

後
場
（
武
場
、
文
場
等
の
音
楽
担
当
者
）
等
か
ら
な
る
一
集
団
を
指
し
て

道
士
団
と
呼
ぶ
。
道
士
団
は
元
々
劉
枝
萬
氏
の
用
語
だ
が
、
現
在
で
は
一

般
に
使
用
さ
れ
る
。
道
士
団
は
儀
礼
の
依
頼
を
受
け
て
そ
の
都
度
結
成
さ

れ
る
そ
の
場
限
り
の
組
織
で
あ
り
、
そ
の
構
成
員
は
必
ず
し
も
固
定
的
で

な
い
（
浅
野
春
二
二
〇
〇
五
年
、四
三
頁
参
照
）。
こ
の
事
例
に
関
し
て
も
、

同
じ
死
者
の
三
旬
で
は
武
場
の
一
人
と
引
班
、
侍
香
（
注
９
参
照
）
は
頭

七
と
異
な
る
人
物
が
呼
ば
れ
た
。

（
９
）　

儀
礼
を
行
う
道
士
は
五
人
編
成
が
基
本
で
あ
り
、
洞
案
（
儀
礼
を
主
に

行
う
卓
）
に
向
か
っ
て
左
か
ら
引
班
、
都
講
、
高
功
、
副
講
、
侍
香
（
直
香
）

の
職
に
そ
れ
ぞ
れ
就
く
。
大
淵
忍
爾
編
『
中
國
人
の
宗
敎
儀
禮　

仏
教　

道
教　

民
間
信
仰
』
福
武
書
店
、
一
九
八
三
年
（
道
教
部
分
の
再
刊
、
大

淵
忍
爾
『
中
國
人
の
宗
敎
儀
禮　

道
敎
篇
』
風
響
社
、
二
〇
〇
五
年
）

二
〇
〇
‐
二
〇
一
頁
参
照
。
儀
礼
の
規
模
や
科
目
に
よ
っ
て
増
員
ま
た
は

減
員
も
し
得
る
が
、
人
数
は
必
ず
奇
数
と
な
る
。
以
下
で
、
道
士
一
人
や

三
人
で
行
う
科
目
に
括
弧
書
き
し
た
役
職
は
、
五
人
編
成
の
際
に
そ
の
道

士
が
就
い
て
い
た
役
職
を
指
す
。

（
10
）　

科
儀
書
と
は
、
儀
礼
の
科
目
を
題
名
と
し
、
そ
の
科
目
を
し
て
い
る
間
、

道
壇
の
卓
上
に
お
い
て
そ
の
本
文
を
読
み
な
が
ら
儀
礼
を
進
行
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
（
丸
山
宏
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
頁
）。

（
11
）　

小
稿
で
は
、
遺
族
の
う
ち
、
孝
服
を
着
用
し
て
儀
礼
に
参
加
す
る
者
を

齋
主
と
呼
ぶ
。
壽
夫
（
ま
た
は
報
情
壽
夫
。
死
者
の
夫
。
通
常
孝
服
を
着

な
い
）
等
が
関
わ
る
場
合
は
別
記
す
る
。

（
12
）　

こ
の
時
は
、
副
講
の
道
士
が
別
の
仕
事
で
不
在
と
な
っ
た
た
め
武
場
が

参
加
し
た
。
事
前
に
都
合
が
付
か
な
い
と
分
か
る
場
合
は
そ
の
道
士
が
代

理
を
手
配
す
る
こ
と
が
普
通
だ
が
（
浅
野
春
二
二
〇
〇
五
年
、
四
十
四
‐

四
十
五
頁
参
照
）、
交
通
事
情
等
で
急
な
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
武
場
や

見
習
い
の
道
士
、文
場
が
急
場
を
凌
ぐ
た
め
儀
礼
に
参
加
す
る
。そ
の
場
合
、

代
理
の
者
は
侍
香
等
比
較
的
負
担
の
少
な
い
役
職
を
務
め
ら
れ
る
よ
う
役

職
が
割
り
振
ら
れ
る
。

（
13
）　

三
天
門
下
放
赦
で
は
合
わ
せ
て
放
龍
鳳
を
行
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の

時
は
放
赦
馬
の
み
で
あ
っ
た
。
放
龍
鳳
で
は
、
馬
に
加
え
て
龍
と
鳳
が
用

意
さ
れ
、
ま
た
、
道
士
達
が
倒
立
回
転
等
を
披
露
す
る
中
に
長
椅
子
を
使

用
す
る
ひ
と
く
だ
り
が
追
加
さ
れ
る
。

（
14
）　

通
常
こ
の
二
科
目
に
は
給
牒
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
が
、
請
聖
で
副
講

が
行
っ
た
入
意
（
齋
章
の
読
み
上
げ
）
で
は
、
筆
者
が
聞
き
取
る
限
り
給

牒
が
省
か
れ
た
。
頭
七
に
お
け
る
給
牒
の
要
否
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
15
）　

儀
礼
文
書
と
は
丸
山
宏
氏
の
用
語
で
、
神
々
や
死
者
の
霊
魂
に
あ
て
て
、

道
士
に
よ
り
儀
礼
の
度
に
作
成
さ
れ
発
出
さ
れ
る
文
書
を
指
す
（
丸
山
宏



台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

一
〇
五

二
〇
〇
四
年
、
十
‐
十
一
頁
）。
台
南
の
道
士
達
は
こ
れ
ら
の
文
書
を
疏
文

と
総
称
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
意
文
（
齋
章
）
と
紛
ら
わ
し
い
た
め
、
小

稿
で
は
丸
山
氏
の
用
語
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
儀
礼
文
書
に
含
ま
れ
る
他

の
文
書
の
名
称
も
、
丸
山
氏
の
整
理
に
依
拠
す
る
（
丸
山
宏
二
〇
〇
四
年
、

三
二
八
‐
三
五
四
頁
及
び
三
六
〇
‐
三
六
六
頁
表
８
参
照
）。
な
お
、
丸
山

氏
の
示
す
「
杜
氏
文
檢
」
の
作
成
者
杜
永
昌
道
長
（
永
安
）
は
、
王
鵬
榮

道
士
の
乾
爹
（
義
理
の
父
、
師
弟
関
係
の
一
種
）
で
あ
る
。

（
16
）　

慈
悲
懺
牒
は
丸
山
氏
の
示
す
杜
氏
文
検
中
に
な
い
が
、
冥
王
寶
懺
で
用

い
ら
れ
る
儀
礼
文
書
と
し
て
「
冥
王
懺
牒
」
が
見
え
る
（
丸
山
宏

二
〇
〇
四
年
、三
四
九
頁
）。
慈
悲
懺
牒
で
「
食
を
獻
ぜ
ん
（
原
文
「
獻
食
」）」

と
書
か
れ
る
部
分
を
、
冥
王
懺
牒
で
「
鶴
を
獻
ぜ
ん
」
に
作
る
他
は
、
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
。

（
17
）　

杜
氏
文
検
に
は
、
放
赦
に
用
い
ら
れ
る
儀
礼
文
書
と
し
て
他
に
符
命
四

道
が
見
え
る
。
王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
こ
の
符
命
は
二
朝
宿
啓
以
上
で

用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
八
日
聞
き
取
り
）。

（
18
）　

大
燈
は
、
死
者
の
年
齢
、
子
孫
の
有
無
に
応
じ
て
色
や
書
か
れ
る
文
字

が
異
な
り
、
死
者
の
情
報
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
者
の
年
齢

等
に
応
じ
た
大
燈
の
書
き
方
は
次
の
通
り
。
お
よ
そ
五
十
歳
以
下
で
死
亡

し
た
場
合
は
白
色
、
五
十
歳
か
ら
七
十
歳
で
ピ
ン
ク
色
、
七
十
歳
以
上
で

赤
色
、
黄
色
は
い
ず
れ
の
年
齢
で
も
使
用
さ
れ
る
。
子
が
い
れ
ば
三
代
大

父
（
母
）、
孫
が
い
て
八
十
歳
以
下
は
五
代
大
父
（
母
）、
孫
が
い
て
八
十

歳
以
上
は
五
代
祖
父
（
母
）、
曾
孫
が
い
れ
ば
七
代
と
書
か
れ
て
五
代
の
書

き
方
に
準
じ
る
。
子
が
い
な
い
場
合
、
親
族
に
大
燈
を
持
つ
人
物
（
内
孫

と
外
孫
。
こ
れ
が
い
な
け
れ
ば
、
死
者
よ
り
下
の
世
代
の
人
物
が
持
つ
。

同
世
代
の
年
下
で
は
不
適
。
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
七
日
王
鵬
榮
道
士
か

ら
聞
き
取
り
）
が
い
な
い
場
合
は
大
燈
を
作
ら
な
い
。
三
代
、
五
代
、
七

代
と
奇
数
を
使
う
の
は
、
喪
事
で
は
偶
数
を
使
わ
な
い
習
わ
し
の
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
子
が
い
れ
ば
死
者
の
親
と
死
者
自
身
と
死
者
の
子
を
数
え

て
三
代
、
孫
が
い
れ
ば
死
者
の
祖
父
母
か
ら
数
え
て
五
代
と
す
る
の
だ
と

も
説
明
さ
れ
る
。
以
上
を
前
提
と
し
て
実
際
に
は
柔
軟
に
運
用
が
さ
れ
、

例
え
ば
死
者
に
子
が
い
て
も
あ
ま
り
に
若
く
に
亡
く
な
れ
ば
大
父
（
母
）

と
書
く
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
内
容
は
、
二
〇
一
九
年
六

月
一
日
に
鍾
東
憲
道
長
（
新
市
）
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
を
元
に
、
王
鵬

榮
道
士
の
説
明
を
一
部
加
え
る
。
筆
者
の
確
認
し
た
限
り
、
台
南
市
南
區

殯
儀
館
で
行
わ
れ
る
も
の
及
び
台
南
道
教
の
道
士
が
関
わ
る
喪
葬
儀
礼
は
、

道
式
、
仏
式
共
に
、
お
よ
そ
こ
の
説
明
の
通
り
に
大
燈
を
用
い
る
。
但
し
、

子
の
い
な
い
死
者
に
大
燈
を
作
る
事
例
も
確
認
で
き
、
そ
の
場
合
は
両
面

に
姓
を
書
く
。
ま
た
、高
雄
（
高
雄
第
二
殯
儀
館
（
橋
頭
分
館
）
に
て
観
察
）

や
台
南
の
溪
北
地
域
（
台
南
市
新
營
殯
葬
專
區
に
て
観
察
）
の
伝
統
で
行

わ
れ
る
喪
葬
儀
礼
で
は
、
何
代
と
書
く
部
分
に
偶
数
を
用
い
る
事
例
も
確

認
で
き
、地
域
に
よ
っ
て
は
異
な
る
規
範
が
存
在
す
る
。
鈴
木
清
一
郎
『
臺

灣
舊
慣
冠
婚
葬
祭
と
年
中
行
事
』
臺
灣
日
日
新
報
社
、
一
九
三
四
年
（
古



一
〇
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

亭
書
屋
、
一
九
七
五
年
複
製
『
臺
灣
舊
慣
冠
婚
葬
祭
と
年
中
行
事
』）

二
四
一-

二
四
二
頁
、
及
び
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、
一
二
一
‐
一
二
四
頁
参

照
。

（
19
）　

楊
士
賢
氏
に
よ
れ
ば
、
靈
堂
に
お
け
る
棺
の
位
置
に
つ
い
て
、
死
者
か

ら
見
て
上
の
世
代
の
親
族
が
既
に
い
な
け
れ
ば
棺
を
靈
堂
の
左
側
に
安
置

す
る
。
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、
七
三
頁
参
照
。

（
20
）　

一
天
規
模
の
儀
礼
で
は
、
通
常
、
三
清
に
救
苦
天
尊
と
普
化
天
尊
を
加

え
た
五
帝
の
神
画
を
正
面
に
掛
け
、
十
王
の
神
画
十
幅
を
左
右
に
掛
け
る
。

こ
の
事
例
で
は
、
そ
の
空
間
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
規
模
を
抑
え
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）　

筆
者
は
こ
の
う
ち
頭
七
と
三
旬
の
み
観
察
し
て
お
り
、
他
は
王
鵬
榮
道

士
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
王
道
士
に
よ
れ
ば
、
頭
七
、三
旬
を
一
天
で

行
い
、
尾
旬
に
一
朝
宿
啓
を
行
う
の
は
灣
裡
の
伝
統
的
な
や
り
方
で
あ
る

（
二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
日
聞
き
取
り
）。

（
22
）　

亡
過
牒
等
の
使
用
頻
度
の
高
い
儀
礼
文
書
の
宣
読
で
は
、
道
士
は
牒
文

を
見
ず
、
齋
章
に
書
か
れ
た
住
所
等
を
参
照
し
て
宣
読
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
事
例
で
は
、
慈
悲
懺
牒
も
同
様
に
宣
讀
さ
れ
た
。

（
23
）　

蓮
花
は
、
往
生
錢
（
紙
錢
の
一
種
）
を
蓮
花
の
形
に
折
っ
た
も
の
で
、

他
の
紙
錢
と
同
様
に
做
旬
や
燒
庫
錢
の
際
に
焼
か
れ
る
。
做
旬
の
前
後
に

は
、
靈
堂
の
前
の
卓
に
遺
族
が
揃
い
、
蓮
花
等
を
折
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

李
秀
娥
『
圖
解
台
灣
喪
禮
小
百
科
』
晨
星
出
版
有
限
会
社
、
二
〇
一
五
年
、

五
五
頁
参
照
。

（
24
）　
「
要
叫
他
回
來
吃
圓
仔
、
如
果
有
誦
経
、
要
跟
他
説
今
天
幇
他
誦
経
開
魂

路
」（
二
〇
二
一
年
一
月
十
三
日
王
鵬
榮
道
士
よ
り
聞
き
取
り
）

（
25
）　

碗
の
数
は
必
ず
七
つ
だ
が
、
そ
の
中
の
圓
仔
の
数
は
決
ま
り
が
な
い
。

後
述
の
通
り
、
碗
に
は
初
め
匙
等
を
置
か
な
い
が
、
遺
族
が
食
べ
る
際
に

は
匙
を
使
用
す
る
。

（
26
）　

バ
ケ
ツ
に
は
水
を
入
れ
、
そ
の
中
に
硬
貨
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
入

れ
る
。
王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
硬
貨
は
遺
族
に
一
人
二
枚
ず
つ
行
き
わ

た
る
よ
う
に
用
意
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
十
枚
に
数
が
固

定
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
（
二
〇
二
〇
年
二
月
聞
き
取
り
）。
用
意
す
べ
き
数

は
、治
喪
行
事
表
（
做
旬
、告
別
式
等
の
日
時
と
注
意
事
項
が
書
か
れ
た
紙
。

通
常
、
禮
儀
社
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
る
）
の
準
備
物
品
欄
に
書
か
れ
、
遺

族
が
用
意
す
る
。
こ
の
事
例
で
は
治
喪
行
事
表
が
記
録
で
き
て
い
な
い
た

め
、
不
明
で
あ
る
。

（
27
）　
「
當
成
錢
母
、
生
錢
子
用
」（
二
〇
二
〇
年
十
月
六
日
王
鵬
榮
道
士
よ
り

聞
き
取
り
）

（
28
）　
「
圓
仔
を
祀
る
の
は
死
者
に
食
べ
さ
せ
る
も
の
で
、匙
や
箸
は
置
か
な
い
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
死
者
に
素
手
で
食
べ
さ
せ
る
と
、
圓
仔
は
手
に

貼
り
つ
く
た
め
、
死
者
は
そ
れ
を
剥
が
そ
う
と
す
る
が
、
結
果
爪
が
剥
が

れ
落
ち
て
し
ま
い
、
死
者
は
そ
こ
で
よ
う
や
く
自
分
の
死
を
自
覚
す
る
。

下
に
水
を
用
意
す
る
の
は
死
者
に
手
を
洗
わ
せ
る
の
だ
と
言
い
、
手
を
洗



台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

一
〇
七

う
時
、
水
の
中
の
自
分
の
様
子
を
見
て
、
死
者
は
自
分
が
死
ん
だ
の
だ
と

分
か
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
年
配
者
か
ら
聞
い
た
伝
説
で
あ
る
。（
拜
圓
仔

是
給
亡
者
吃
的
、
不
能
放
筷
子
或
湯
匙
。
聽
說
讓
亡
者
用
手
抓
、
因
為
湯

圓
會
黏
手
、
就
會
黏
住
指
甲
、
他
想
把
黏
在
手
裡
的
湯
圓
拿
下
來
、
結
果

指
甲
掉
了
、他
才
知
道
自
己
已
經
過
世
了
。下
面
會
用
水
說
是
要
讓
他
洗
手
、

在
洗
手
的
時
候
、
看
到
自
己
在
水
裡
的
樣
子
、
就
知
道
自
己
死
了
。
這
是

傳
說
啦
、
聽
老
一
輩
的
人
講
的
）」（
二
〇
一
九
年
一
月
十
九
日
王
鵬
榮
道

士
か
ら
聞
き
取
り
）
頭
七
に
死
者
が
死
を
自
覚
す
る
伝
承
に
つ
い
て
は
、

徐
福
全
二
〇
〇
八
年
、
六
一
七
‐
六
一
九
頁
に
台
湾
各
地
の
例
が
紹
介
さ

れ
る
。

（
29
）　

一
部
の
地
域
で
は
、
圓
仔
の
バ
ケ
ツ
の
周
囲
に
小
麦
粉
を
撒
き
、
死
者

の
帰
宅
を
確
認
す
る
習
慣
が
あ
る
。「（
圓
仔
の
周
囲
に
小
麦
粉
（
以
前
は

煮
炊
き
な
ど
で
木
材
を
焼
い
た
灰
）
を
撒
く
の
は
、）
死
者
が
戻
っ
て
き
た

か
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
私
は
子
年
生
ま
れ
な
の
で
、
も
し
戻
っ

て
く
れ
ば
、
鼠
の
足
跡
が
粉
の
上
に
つ
く
（
看
亡
者
有
沒
有
回
來
。
比
如

我
是
屬
老
鼠
的
、
如
果
有
回
來
、
上
面
就
會
有
老
鼠
的
腳
印
）」（
二
〇
一
九

年
一
月
十
九
日
王
鵬
榮
道
士
か
ら
聞
き
取
り
）
圓
仔
の
周
囲
に
小
麦
粉
を

撒
く
頭
七
を
、
筆
者
は
一
例
の
み
観
察
し
て
い
る
（
二
〇
一
九
年
二
月

二
十
一
日
（
農
暦
己
亥
年
正
月
十
七
日
）
台
南
市
左
鎮
区
に
お
け
る
頭
七

救
苦
寶
巻
）
が
、
こ
の
事
例
で
は
、
禮
儀
師
に
よ
っ
て
当
日
朝
に
圓
仔
と

そ
の
周
囲
の
小
麦
粉
が
準
備
さ
れ
た
。
王
道
士
に
よ
れ
ば
、
左
鎮
で
は
死

後
第
七
日
朝
に
床
に
小
麦

粉
を
撒
く
が
、
高
雄
（
地

区
の
詳
細
は
不
明
）
で
は

第
六
日
夜
に
、
砂
も
し
く

は
抹
香
を
碗
に
入
れ
て
均

し
、
机
の
下
に
お
い
て
死

者
の
来
訪
を
確
認
す
る
。

楊
士
賢
氏
は
、
第
六
日
の

夜
に
霊
前
の
床
に
粉
を
撒

き
死
者
の
帰
還
を
確
認
す

る
風
習
は
、
現
在
の
台
南

で
も
伝
統
を
守
る
家
で
行

わ
れ
る
と
す
る
（
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、
一
三
四
‐
一
三
五
頁
）。
徐
福
全

二
〇
〇
八
年
、
六
一
八
‐
六
一
九
頁
参
照
。

（
30
）　

台
南
市
の
牽
亡
歌
團
に
つ
い
て
は
、
呉
碧
惠
『
臺
南
牽
亡
歌
陣
研
究
』

臺
南
市
政
府
文
化
局
、
二
〇
一
九
年
参
照
。

（
31
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
六
五
一
頁
に
は
頭
七
の
齋
章

が
開
通
冥
路
疏
文
式
と
し
て
示
さ
れ
る
。
基
本
的
な
内
容
は
こ
こ
に
示
す

【
事
例
２
】
の
齋
章
と
同
じ
で
あ
る
が
、【
事
例
２
】
に
あ
る
一
文
が
開
通

冥
路
疏
文
式
に
は
な
い
等
大
き
な
異
同
も
見
ら
れ
る
。

（
32
）　

尾
旬
一
天
の
齋
章
は
記
録
す
る
機
会
を
得
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
比

圓仔の周囲に小麦粉を撒く（左鎮）



一
〇
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

較
に
用
い
た
も
の
は
午
前
開
始
の
尾
旬
午
夜
の
齋
章
で
あ
る
。
午
夜
は
本

来
午
後
一
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
行
わ
れ
、
齋
章
上
の
儀
礼
名
称
は
「
無

上
金
書
拔
度
填
庫
淨
齋
功
果
一
午
夜
」
等
と
な
る
が
、
最
近
で
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
半
で
行
わ
れ
て
「
無
上
金
書
拔
度
…
功
果
一
天
」
と
称

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
尾
旬
一
天
と
午
前
開
始
の
尾
旬
午
夜
と
は
、
所
要

時
間
が
変
わ
ら
ず
、
儀
礼
科
目
も
午
供
が
尾
旬
一
天
で
行
わ
れ
尾
旬
午
夜

で
行
わ
れ
な
い
点
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
尾
旬
一
天
の
儀
礼

名
称
は
「
無
上
九
幽
拔
度
…
一
天
」
と
な
り
、
明
確
な
区
別
が
あ
る
。

（
33
）　

七
行
目
末
尾
か
ら
の
「
伏
以　

大
道
巍
巍
…
道
法
無
邊
」
で
は
、
多
く

の
事
例
で
使
用
さ
れ
る
定
型
文
の
他
に
、「
薦
父
」
用
等
、
特
定
の
事
例
に

合
わ
せ
た
文
例
も
存
在
し
、
主
行
齋
事
の
裁
量
で
使
い
分
け
ら
れ
る
。【
事

例
２
】
の
齋
章
に
見
え
る
「
伏
以　

大
道
巍
巍
…
道
法
無
邊
」
は
尾
旬
で

も
使
わ
れ
る
定
型
文
で
あ
る
が
、
こ
の
死
者
の
三
旬
で
は
三
旬
専
用
の
文

（「
伏
以　

三
年
乳
哺
含
萃
苦　

旬
中
祭
典
報
親
恩　

道
場
痛
念
」）
が
使
用

さ
れ
た
。
王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
頭
七
専
用
の
文
例
は
恐
ら
く
存
在
し

な
い
。
な
お
、
開
通
冥
路
疏
文
式
（
注
31
参
照
）
に
は
こ
の
一
文
自
体
が

見
え
な
い
。

（
34
）　

浅
野
春
二
氏
は
、
榜
文
（
意
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
、
道
壇
の

入
り
口
に
貼
り
出
さ
れ
る
）
や
意
文
に
記
さ
れ
る
名
称
が
儀
礼
の
種
類
を

把
握
す
る
上
で
便
利
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
台
南
地
区
で
行
わ

れ
る
斎
醮
儀
礼
の
類
別
を
立
て
整
理
を
行
う
（
浅
野
春
二
二
〇
〇
五
年
、

一
一
五
‐
一
二
二
頁
）。
こ
こ
で
示
し
た
中
で
は
、
④
が
浅
野
氏
の
用
い
る

名
称
に
あ
た
る
。

（
35
）　

填
庫
を
行
わ
な
い
場
合
、
給
牒
中
の
庫
牒
の
宣
付
は
当
然
省
略
さ
れ
る
。

し
か
し
、
省
略
し
た
前
後
で
は
、
宣
付
直
前
の
箇
所
（「
惟
願
来
臨
證
盟
妙

果
」）
を
読
み
終
え
た
の
ち
「
給
牒
文
太
乙
尊
、
救
苦
尊
」
の
唱
（
科
儀
書

に
は
書
か
れ
な
い
こ
と
が
多
い
）
を
行
い
、
次
い
で
念
で
「
向
來
功
德
牒

文
已
宣
付
」か
ら
懺
悔
に
続
く
等
、「
牒
」に
言
及
す
る
部
分
が
残
る
。
な
お
、

填
庫
を
行
い
齋
章
に
給
牒
が
書
か
れ
る
場
合
で
も
、
午
夜
程
度
の
規
模
で

は
給
牒
中
の
庫
牒
の
宣
付
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　

拜
三
寶
、
給
牒
、
解
結
に
つ
い
て
、
大
淵
忍
爾
氏
は
、「
太
上
参
朝
給
牒

科
儀
」（
拜
三
寶
、
給
牒
）
と
「
無
上
九
幽
解
結
釋
罪
科
範
」
を
別
の
科
儀

書
と
し
て
示
す
が
（
大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
五
四
〇
‐

五
四
六
頁
）、
筆
者
が
所
持
す
る
科
儀
書
（
二
〇
〇
二
年
に
王
鵬
榮
道
士
が

翻
刻
し
た
も
の
）
で
は
、『
無
上
功
德
解
結
真
科
』（
内
題
）
の
前
半
に
拜

三
寶
と
給
牒
の
内
容
が
載
り
、
合
わ
せ
て
一
つ
の
科
目
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

（
36
）　

農
暦
七
月
は
鬼
月
と
称
し
、
鬼
門
が
開
い
て
鬼
（
し
ば
し
ば
、
好
兄
弟

と
い
う
婉
曲
表
現
を
使
う
。
死
者
の
、
特
に
祀
り
手
が
お
ら
ず
祟
り
を
な

す
よ
う
な
も
の
を
指
す
）
が
あ
た
り
を
う
ろ
つ
く
と
さ
れ
る
。
王
鵬
榮
道

士
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
に
奪
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
こ
の
期
間
に
は
庫
錢
や

紙
厝
を
焼
か
な
い
。
ま
た
、
一
説
に
は
、
自
宅
で
九
金
等
を
焼
く
場
合
に

は
鬼
か
ら
奪
わ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
焼
き
終
え
た
後
に
水
或
い
は
酒
を
三



台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

一
〇
九

周
撒
き
、
人
が
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
奪
わ
れ
ず
に
済
む
の
で
あ
る

（「
一
種
說
法
：
在
家
裡
面
燒
就
不
會
被
搶
。
燒
完
用
水
或
酒
繞
三
圈
、
表

示
這
是
有
人
的
、
就
不
會
被
搶
走
」
二
〇
一
九
年
七
月
十
日
、
王
鵬
榮
道

士
か
ら
聞
き
取
り
）。
そ
の
た
め
鬼
月
で
も
、
簡
単
な
做
旬
を
行
い
自
宅
で

紙
錢
を
焼
く
場
合
に
は
問
題
が
な
い
。
但
し
、
最
近
で
は
段
々
と
鬼
月
中

で
も
填
庫
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
庫
錢
や
紙
厝
は
そ
れ

ぞ
れ
契
約
書
類
等
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
鬼
に
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
ま
た
、
遺
族
も
喪
儀
に
長
く
時
間
を
か
け
た
が
ら
な
い
た
め
で

あ
る
（「
但
是
紙
厝
有
房
契
、
庫
錢
有
寄
庫
錢
的
單
子
、
還
有
就
是
主
家
不

想
放
那
麼
久
」
二
〇
一
八
年
八
月
十
八
日
、
王
鵬
榮
道
士
か
ら
聞
き
取
り
）

（
37
）　

こ
の
原
則
は
、
頭
七
ま
た
は
尾
旬
を
一
天
以
外
の
規
模
で
行
う
場
合
に

も
適
用
さ
れ
る
。
但
し
、
尾
旬
で
は
そ
の
家
の
先
祖
を
副
（
付
）
薦
と
し

て
儀
礼
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
副
薦
が
い
る
場
合
に
は
、
た

と
え
頭
七
で
既
に
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
尾
旬
で
改
め
て
開
通
冥
路
を

行
う
。
な
お
、
六
旬
ま
で
は
そ
の
喪
葬
儀
礼
の
主
な
救
済
の
対
象
で
あ
る

死
者
（
こ
れ
を
正
薦
と
い
う
）
の
た
め
だ
け
に
行
わ
れ
、
尾
旬
だ
け
が
副

薦
も
対
象
と
し
て
行
う
。【
事
例
２
】
の
死
者
の
尾
旬
で
は
前
述
の
通
り
一

朝
宿
啓
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
は
副
薦
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
開
通

冥
路
は
行
わ
な
か
っ
た
。

（
38
）　

稀
に
だ
が
、
頭
七
と
尾
旬
以
外
の
做
旬
で
も
開
通
冥
路
を
行
う
こ
と
が

あ
る
。
筆
者
が
観
察
し
得
た
も
の
は
孫
男
・
女
旬
（
治
喪
行
程
表
の
表
記
）

に
行
っ
た
一
例
の
み
だ
が
、
こ
れ
は
同
日
の
午
前
中
に
頭
七
救
苦
寶
巻
を

行
っ
た
際
、
急
遽
予
定
を
前
倒
し
し
て
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
六
日
南
區
殯
儀
館
に
お
け
る
孫
男
・
女
旬
、
主
行

齋
事
は
王
鵬
榮
道
士
）。
王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
氏
が
請
け
負
う
儀
礼
で

は
、
頭
七
に
開
通
冥
路
を
行
わ
な
い
場
合
は
三
旬
で
行
う
。

（
39
）　

二
〇
二
一
年
八
月
十
一
日
王
鵬
榮
道
士
か
ら
聞
き
取
り
。

（
40
）　

他
の
四
例
で
は
土
地
公
等
を
祀
ら
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
、「
召
魂
、

開
通
冥
路
、
度
人
經
」
で
あ
っ
た
。
時
刻
は
、
二
例
が
午
前
（
お
よ
そ
九

時
か
ら
十
一
時
）、二
例
が
午
後
（
お
よ
そ
十
三
時
か
ら
十
五
時
）
に
行
う
。

午
後
に
行
わ
れ
た
二
例
は
ど
ち
ら
も
農
暦
七
月
の
事
例
で
、
午
前
中
に
火

化
（「
先
行
火
化
」、
火
化
は
火
葬
の
こ
と
。
告
別
式
・
進
塔
は
尾
旬
後
に

改
め
て
行
う
）
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
午
後
に
行
わ
れ
た
う
ち
の
一
例
は
、

後
場
無
し
で
道
士
一
人
と
禮
儀
師
一
人
の
み
が
参
加
し
た
。

（
41
）　

殯
儀
館
と
は
、
病
院
以
外
で
、
遺
体
の
処
理
及
び
入
殮
（
更
衣
納
棺
）、

納
棺
後
の
遺
体
の
安
置
、
死
者
供
養
の
儀
礼
、
祭
祀
を
行
う
施
設
で
あ
る

（「
殯
儀
館
：
指
醫
院
以
外
、
供
屍
體
處
理
及
舉
行
殮
・
殯
・
奠
・
祭
儀
式

之
設
施
。」
殯
葬
管
理
條
例
（
注
３
）
第
二
條
第
三
款
参
照
）。
自
宅
で
喪

葬
儀
礼
を
行
わ
な
い
死
者
は
、
通
常
病
院
か
ら
直
接
殯
儀
館
に
送
ら
れ
、

こ
こ
で
入
殮
か
ら
做
旬
、告
別
式
等
を
行
う
。
台
南
市
立
南
區
殯
儀
館
（
南

殯
）
を
含
む
多
く
の
殯
儀
館
で
は
、
守
靈
室
（
個
室
）、
停
柩
室
（
大
部
屋
）

等
と
呼
ば
れ
る
お
よ
そ
靈
堂
に
当
た
る
施
設
が
備
え
ら
れ
、
小
規
模
で
あ
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れ
ば
こ
こ
で
做
旬
（
靈
前
繳
の
規
模
ま
で
）、
告
別
式
が
行
え
る
。
大
規
模

に
道
壇
等
を
設
け
る
場
合
は
、施
設
内
の
禮
廳
（
ホ
ー
ル
）
を
使
用
す
る
か
、

ま
た
は
敷
地
内
に
搭
棚
（
仮
の
小
屋
）
を
建
て
る
。
台
南
市
内
の
殯
儀
館

一
覧
は
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、
三
七
頁
参
照
。
殯
儀
館
で
は
、
施
設
の
規

則
に
よ
り
伝
統
的
な
儀
礼
の
や
り
方
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
。

（
42
）　

こ
の
事
例
で
用
意
さ
れ
た「
治
喪
行
事
暦
」に
お
け
る
表
記
は「
頭
旬（
開

魂
路
）」
で
あ
っ
た
。

（
43
）　

台
南
道
教
の
道
士
は
、
入
殮
の
際
に
神
主
を
用
意
す
る
こ
と
が
多
く
、

筆
者
が
調
査
し
た
中
で
道
教
式
の
魂
帛
（
頭
に
「
國
恩
」
と
見
え
る
た
め
、

釋
式
と
は
思
わ
れ
な
い
）
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
事
例
の
み
で
あ
る
。

書
式
は
当
地
の
神
主
と
同
様
に
、
頭
に
横
書
き
で
「
國
恩
」、
中
央
に
「
故

考
某
府
君
諱
某
某

一
位
魂
帛
」
と
書
か
れ
る
。
左
下
に
書
か
れ
る
こ
と

の
多
い
「
某
某
奉
祀
」
は
無
し
。
裏
面
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
楊
士
賢

氏
は
溪
南
地
区
の
神
主
に
は
死
者
の
生
没
年
月
日
時
が
書
か
れ
な
い
と
す

る
が
（
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、
五
七
頁
）、
こ
れ
は
通
常
神
主
の
裏
面
に
書

か
れ
る
。

（
44
）　

確
認
は
で
き
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
壽
妻
（
哀
妻
と
も
。
死
者
の
妻
）

で
あ
る
。
死
者
に
子
供
が
い
な
い
か
、
子
供
が
ま
だ
成
人
、
結
婚
し
て
い

な
い
場
合
、
壽
妻
が
麻
衣
を
着
る
こ
と
が
あ
る
。
子
供
が
独
立
す
れ
ば
、

妻
は
孝
服
を
身
に
着
け
ず
、
一
連
の
喪
葬
儀
礼
に
は
基
本
的
に
参
加
し
な

い
。
な
お
、
夫
が
妻
の
た
め
に
麻
衣
を
着
る
こ
と
は
通
常
無
い
。

（
45
）　

引
魂
と
は
、
正
薦
の
死
因
が
突
然
の
事
故
等
で
あ
る
場
合
や
、
副
薦
に

対
し
て
特
に
行
う
招
魂
の
儀
礼
で
あ
る
。
正
薦
の
場
合
は
死
後
七
日
目
、

副
薦
の
場
合
は
尾
旬
の
前
（
或
い
は
尾
旬
の
功
德
中
で
請
聖
の
後
、
詣
靈

説
法
の
前
）
に
行
う
。
ま
た
、
正
薦
に
対
し
て
行
う
場
合
は
、
通
常
、
死

者
が
死
亡
或
い
は
意
識
を
失
う
（
そ
の
後
、
病
院
等
で
一
度
で
も
意
識
が

回
復
す
れ
ば
引
魂
は
行
わ
な
い
）
事
故
等
が
発
生
し
た
地
点
で
行
わ
れ
る
。

（
46
）　

以
上
の
う
ち
、
筆
者
が
観
察
で
き
た
も
の
は
尾
旬
の
み
で
あ
る
。
他
は
、

治
喪
行
事
暦
に
よ
る
。

（
47
）　

王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
こ
の
土
地
公
等
を
祀
る
儀
礼
で
は

で
亡
魂

の
到
着
を
占
わ
な
い
。
占
う
必
要
が
あ
る
の
は
引
魂
の
際
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
王
道
士
の
説
明
に
基
づ
け
ば
、
こ
こ
で
行
わ
れ
た
儀
礼
は
引
魂
が

含
ま
れ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
治
喪
行
事

暦
に
よ
れ
ば
引
魂
は
頭
旬
の
前
日
に
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
こ
の
儀
礼

が
霊
堂
前
で
行
わ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
は
土
地
公
等
を
祀
る
儀

礼
だ
け
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
但
し
、
引
魂
は
本
来
死

後
七
日
目
、
す
な
わ
ち
頭
七
の
日
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
土

地
公
等
を
祀
る
場
合
は
そ
の
後
に
行
う
の
が
通
常
で
あ
る
。

（
48
）　

本
稿
で
は
、科
目
の
名
称
を
「
召
魂
」、魂
を
呼
び
招
く
こ
と
一
般
を
「
招

魂
」
と
表
記
し
て
区
別
す
る
。

（
49
）　

頭
七
一
天
で
は
、
請
聖
（
啓
白
）
の
詣
靈
説
法
が
召
魂
と
お
よ
そ
同
内



台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

一
一
一

容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
尾
旬
の
靈
前
繳
以
上
の
功
德
で
も
行
わ
れ
る
。
大

淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、四
八
六
‐
四
八
七
頁
参
照
。
但
し
、

独
立
し
た
科
目
と
し
て
行
わ
れ
る
召
魂
で
は
、
遺
族
の
奠
酒
が
通
常
は
道

士
に
よ
る
儀
礼
の
終
了
後
に
改
め
て
行
わ
れ
る
等
、
請
聖
の
詣
靈
説
法
と

多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

（
50
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
四
八
七
頁
に
も
、
無
上
拔
度

啓
白
科
儀
の
詣
靈
説
法
中
の
引
魂
と
し
て
こ
の
呪
が
載
せ
ら
れ
る
。
多
少

の
異
同
は
見
ら
れ
る
が
、
お
よ
そ
同
内
容
で
あ
る
。

（
51
）　
「
寶
幢
接
引
天
尊
」
と
い
う
天
尊
名
は
、
台
南
道
教
の
普
渡
の
科
儀
書
等

に
も
見
ら
れ
る
。
普
渡
で
は
、
十
二
彙
の
孤
魂
を
呼
び
集
め
る
箇
所
の
直

前
に
三
遍
唱
え
ら
れ
、
こ
の
天
尊
は
普
渡
に
お
い
て
も
招
魂
の
働
き
を
期

待
さ
れ
る
。

（
52
）　

王
鵬
榮
道
士
は
、
魂
魄
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
と
断
っ
た

う
え
で
、
人
の
死
後
に
は
魂
も
魄
も
肉
体
を
離
れ
る
だ
ろ
う
と
説
明
す
る

（
二
〇
二
〇
年
二
月
六
日
聞
き
取
り
）。
な
お
、
こ
の
召
魂
呪
は
頭
七
で
の

み
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
入
殮
時
の
安
靈
や
、
進
塔
（
納
骨
塔
へ
骨

壺
を
納
め
る
）
等
で
も
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
魄
」
を
肉
体
に
対
応

す
る
存
在
と
言
え
る
と
し
て
、
こ
れ
を
招
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
遺
体
の

移
動
を
想
定
す
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。な
お
、王
道
士
の
や
り
方
で
は
、

安
靈
に
は
召
魂
呪
の
全
文
が
読
ま
れ
る
が
、進
塔
時
に
は「
寶
幢
接
引
天
尊
」

ま
で
が
読
ま
れ
ず
（
通
常
、
こ
の
時
に
は
既
に
招
魂
幡
が
焼
か
れ
て
い
る

こ
と
と
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）、「
召
請
引
魂
童
子
…
追
攝
局
中
合

干
官
將
」
の
部
分
も
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
る
。

（
53
）　
「
身
覩
光
明
」
は
開
通
冥
路
を
、「
領
沾
功
德
庫
財
」
は
填
庫
を
連
想
さ

せ
る
表
現
で
あ
る
。

（
54
）　

こ
の
時
の
主
行
齋
事
は
、
頭
七
開
通
冥
路
で
は
牒
文
を
必
ず
省
略
す
る
。

筆
者
の
観
察
し
た
事
例
で
は
、
拜
三
寶
か
ら
牒
文
の
宣
讀
ま
で
が
省
略
さ

れ
、
第
三
燈
の
唱
（「
…
證
盟
妙
果
」）
の
次
に
「
向
来
功
德
（
王
鵬
榮
道

士
の
所
持
本
は
「
功
德
」
に
作
る
が
、
こ
の
時
は
別
の
音
で
あ
っ
た
よ
う

に
聞
こ
え
る
。「
冥
路
」
か
）
牒
文
已
宣
付
…
」
が
念
で
読
ま
れ
て
懺
悔
に

移
っ
た
。

（
55
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
四
八
八
‐
四
八
九
頁
参
照
。

（
56
）　

王
鵬
榮
道
士
に
よ
れ
ば
、
全
巻
か
上
巻
の
み
か
で
道
士
に
依
頼
す
る
際

の
価
格
が
異
な
る
。

（
57
）　

救
苦
寶
巻
全
巻
を
読
む
頭
七
の
事
例
は
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
を
除

く
他
四
例
全
て
が
、
王
鵬
榮
道
士
が
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
巻
の
み
の

事
例
で
は
三
人
の
道
長
が
行
う
も
の
を
確
認
し
て
お
り
、
筆
者
の
観
察
す

る
限
り
で
は
ど
ち
ら
を
主
流
と
も
し
が
た
い
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
以
外
の

事
例
に
つ
い
て
、
行
わ
れ
た
時
刻
は
、
全
巻
の
事
例
で
午
前
が
三
例
（
お

よ
そ
九
時
か
ら
十
一
時
半
、
一
例
の
み
八
時
か
ら
十
時
半
）、
午
後
が
一
例

（
十
三
時
か
ら
十
五
時
半
）、
上
巻
の
み
の
事
例
で
午
前
が
三
例
（
八
時
半

か
ら
十
時
半
）、
夜
間
が
一
例
（
二
十
時
半
か
ら
二
十
三
時
）
で
あ
っ
た
。
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夜
間
の
事
例
は
南
化
區
喪
宅
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
頭
旬
と
称
さ
れ

た
可
能
性
も
あ
る
が
、
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

（
58
）　

靈
堂
（
内
靈
）
と
小
靈
堂
（
外
靈
）
が
別
に
設
け
ら
れ
る
や
り
方
は
楊

士
賢
氏
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
る
（
楊
士
賢
二
〇
一
九
年
、七
三
‐
七
四
頁
）。

筆
者
が
外
靈
を
観
察
で
き
た
の
は
こ
の
一
事
例
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
道

長
が
行
う
尾
旬
で
、
尾
旬
前
に
外
靈
が
片
付
け
ら
れ
た
た
め
内
靈
の
み
が

設
け
ら
れ
た
事
例
を
三
例
確
認
し
て
い
る
（【
事
例
３
】
の
死
者
の
尾
旬
は

観
察
で
き
て
い
な
い
。
三
例
は
全
て
安
定
區
喪
宅
に
お
け
る
靈
前
繳
）。

（
59
）　

道
教
儀
礼
終
了
後
に
確
認
し
た
。
こ
れ
は
、
紙
厝
へ
の
入
厝
（
落
成
式
）

が
済
ま
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
入
厝
は
頭
七
或
い
は
尾
旬
に
行
わ
れ
、

禮
儀
師
の
指
示
で
齋
主
が
元
寶
を
紙
厝
内
に
撒
く
。
元
寶
は
、
蓮
花
（
注

23
参
照
）
と
同
様
に
、
遺
族
が
紙
錢
を
折
っ
て
作
成
す
る
も
の
。

（
60
）　

神
主
が
入
殮
に
用
意
さ
れ
、
出
殯
で
開
光
さ
れ
、
對
年
（
死
後
一
年
の

行
事
。
通
常
農
暦
の
死
亡
日
に
行
う
）
の
合
爐
で
破
棄
さ
れ
る
の
に
対
し
、

魂
身
は
頭
七
に
用
意
さ
れ
、
開
通
冥
路
で
開
光
さ
れ
、
尾
旬
に
紙
厝
、
庫

牒
と
共
に
焼
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
魂
身
は
明
ら
か
に
頭
七
か
ら
尾
旬

に
行
う
儀
礼
の
た
め
に
用
意
さ
れ
る
も
の
と
言
え
る
。

（
61
）　

魂
身
と
共
に
、
招
魂
幡
と
香
炉
、
七
星
燈
も
道
壇
に
運
ば
れ
る
。

（
62
）　

浅
野
春
二
二
〇
〇
五
年
、
三
二
六
頁
。

（
63
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
六
〇
〇
頁
。

（
64
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
六
〇
五
頁
十
二
行
目
。

（
65
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
六
〇
三
頁
十
八
行
目
。

（
66
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
五
九
九
頁
及
び
浅
野
春

二
二
〇
〇
五
年
、
三
二
四
頁
を
参
照
。

（
67
）　

こ
の
事
例
で
は
、
諸
般
の
行
政
手
続
き
を
含
め
、
喪
葬
儀
礼
全
体
に
道

士
が
立
ち
合
い
取
り
仕
切
っ
た
。
頭
七
に
合
わ
せ
改
め
て
道
士
を
呼
ぶ
も

の
で
は
無
い
た
め
、
こ
の
よ
う
に
小
規
模
な
儀
礼
を
行
い
得
た
面
も
あ
る

の
だ
ろ
う
。

（
68
）　

豎
靈
區
と
は
、
殯
儀
館
に
お
い
て
遺
体
が
冷
凍
室
に
収
め
ら
れ
て
い
る

死
者
等
の
靈
桌
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
遺
影
、
神
主
、
魂
身
、
香
炉
、

招
魂
幡
と
簡
単
な
供
物
等
が
置
か
れ
る
。
殯
儀
館
ご
と
に
規
定
は
異
な
る

だ
ろ
う
が
、
鐘
鼓
の
編
成
で
行
う
儀
礼
程
度
ま
で
は
各
人
の
区
画
の
前
で

行
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。

（
69
）　

他
に
、
筆
者
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
日
付
も
不
明
だ
が
、
翌
月
以
降
に

喬
塔
位
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
進
塔
の
月
が
骨
壺
を
正
し
い
向
き
（
こ

れ
は
入
殮
前
に
風
水
で
決
め
る
）
で
納
め
る
に
は
不
適
で
あ
る
た
め
、
一

度
仮
に
納
め
た
後
、
日
を
改
め
て
こ
れ
を
正
す
儀
礼
で
あ
る
。

（
70
）　

大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）
四
六
七
‐
四
六
八
頁
。

（
71
）　

徐
福
全
二
〇
〇
八
年
、
六
一
〇
頁
。

（
72
）　

以
前
は
、
渓
北
の
道
士
は
路
關
を
行
い
、
溪
南
の
道
士
は
開
通
冥
路
を

行
っ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
渓
北
の
道
士
も
開
通
冥
路
を
行
う
こ
と
が
増

え
て
き
た
。
浅
野
春
二
二
〇
〇
五
年
、
三
一
七
‐
三
一
八
頁
参
照
。
左
鎮



台
南
溪
南
地
域
に
お
け
る
道
教
式
頭
七
に
つ
い
て

一
一
三

は
地
理
的
に
は
渓
南
地
域
で
あ
る
が
、
王
鵬
榮
道
士
の
祖
父
の
頃
に
は
路

關
を
行
っ
て
お
り
、
王
鵬
榮
道
士
の
父
も
以
前
は
路
關
を
行
っ
て
い
た
と

い
う
。

（
73
）　

例
え
ば
、
溪
北
で
は
、
頭
七
に
道
士
三
人
で
「
半
壇
」
と
呼
ば
れ
る
尾

旬
の
靈
前
繳
に
似
た
内
容
の
儀
礼
を
行
う
と
言
う
。
二
〇
二
一
年
十
二
月

十
七
日
王
鵬
榮
道
士
か
ら
聞
き
取
り
。

（
74
）　

徐
福
全
二
〇
〇
八
年
、
六
一
九
頁
に
は
、
左
營
の
李
錦
斌
道
士
の
説
明

と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
…
十
二
時
か
ら
明
け
方
五
時
前
に
、
孝
男
と

そ
の
妻
等
は
外
に
出
て
三
叉
路
に
行
き
、
香
三
本
と
灯
一
つ
を
と
も
し
て

土
地
公
を
祀
り
、『
土
地
公
よ
私
た
ち
の
父
（
母
）
〇
〇
〇
を
導
き
、
帰
ら

せ
て
く
だ
さ
い
！
』
と
言
う
。
…
」
頭
七
に
土
地
公
が
死
者
を
導
く
と
い

う
信
仰
は
、
徐
福
全
二
〇
〇
八
年
、
六
一
八
頁
に
台
南
市
内
の
洪
錕
鎔
道

士
等
の
説
明
が
あ
る
他
、
大
淵
忍
爾
氏
が
「
死
者
は
土
地
公
に
連
れ
ら
れ

て
七
日
毎
に
歸
っ
て
來
る
」
と
説
明
す
る
（
大
淵
忍
爾
一
九
八
三
年

（
二
〇
〇
五
年
）、
四
六
七
頁
）。

（
75
）　

徐
福
全
二
〇
〇
八
年
、六
一
七
‐
六
一
九
頁
に
は
、頭
七
の
習
俗
と
し
て
、

土
地
公
を
祀
る
他
に
「
遺
族
が
帰
宅
し
た
死
者
よ
り
も
先
に
泣
く
」「
匙
や

箸
を
置
か
ず
に
圓
仔
を
用
意
し
、
死
者
が
自
ら
の
死
に
気
付
く
手
助
け
を

す
る
」「
灰
な
ど
を
敷
い
て
死
者
の
帰
宅
を
確
認
す
る
」
等
が
記
さ
れ
る
。

（
76
）　

な
お
、
引
魂
で
は
招
魂
幡
と
魂
身
を
使
用
し
、
神
主
は
持
ち
出
さ
な
い
。

（
77
）　

臺
南
縣
志
巻
二
、九
八
頁
に
「
頭
旬
、
又
稱
開
魂
路
」（
徐
福
全

二
〇
〇
八
年
、
五
九
四
頁
）
と
あ
る
。
治
喪
行
事
表
の
頭
七
の
欄
に
「
開

魂
路
」
と
書
か
れ
る
他
、
拜
圓
時
の
禮
儀
師
が
「
誦
経
開
魂
路
」
と
述
べ

る
こ
と
は
前
述
の
通
り
。
ま
た
、
鈴
木
清
一
郎
氏
は
、
死
亡
直
後
の
死
者

に
「
開
魂
路
」
と
称
し
て
誦
経
す
る
習
慣
を
紹
介
す
る
（
鈴
木
清
一
郎

一
九
三
四
年
、
二
一
九
頁
）
が
、
ひ
と
ま
ず
は
頭
七
の
開
魂
路
と
は
別
の

も
の
と
考
え
た
い
。
鈴
木
氏
の
紹
介
す
る
「
開
魂
路
」
は
、
筆
者
が
調
査

し
た
地
域
で
は
行
わ
れ
な
い
。

（
78
）　

ま
た
、
頭
七
の
牽
亡
歌
も
開
魂
路
の
た
め
に
依
頼
さ
れ
る
。
な
お
、【
事

例
５
】
の
よ
う
に
召
魂
の
み
を
行
う
場
合
、禮
儀
師
（
こ
の
事
例
で
は
道
士
）

は
「
誦
経
し
開
魂
路
す
る
」
と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
王
鵬
榮
道
士
は
、

こ
の
場
合
に
も
魂
路
が
開
か
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
説
明
す
る
。
道
士

や
禮
儀
社
は
、
依
頼
者
に
対
し
、「
頭
七
に
は
誦
経
を
行
う
も
の
だ
」
と
説

明
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
儒
教
的
な
枠
組
み
で
行
わ
れ
る
做
旬
行
事
だ
け

で
も
喪
葬
儀
礼
は
成
り
立
つ
と
い
う
認
識
も
持
っ
て
い
る
。

（
79
）　

王
鵬
榮
道
士
は
、
魂
路
と
冥
路
は
同
じ
も
の
で
あ
り
、
遺
族
の
望
む
開

魂
路
と
道
士
が
行
う
開
通
冥
路
と
は
同
意
義
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
一
方

で
姜
守
誠
氏
は
、
民
間
の
習
俗
と
道
教
儀
礼
中
の
「
開
冥
路
」
に
つ
い
て
、

両
者
に
は
交
差
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
し
か
し
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
述

べ
、
清
朝
の
地
方
志
で
あ
る
陳
夢
林
編
纂
『
諸
羅
縣
志
』
巻
八
に
「
死
者

の
た
め
に
冥
路
を
開
く
」
時
に
は
大
乗
仏
典
の
『
薬
師
経
』
を
誦
す
と
あ

る
こ
と
を
引
い
て
、
道
教
の
開
通
冥
路
に
は
独
自
の
伝
統
が
あ
り
民
間
の
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「
開
冥
路
」
と
は
混
同
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
（
姜
守
誠
「
台
南
灵
宝

道
派
的
开
通
冥
路
科

」（『
宗
教
学
研
究
』
第
一
一
二
期
、
四
川
大
学
道

敎
与
宗
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
、
六
〇
頁
）。
し
か
し
、
こ
の
『
薬

師
経
』
に
つ
い
て
は
、『
藥
師
琉
璃
光
如
來
本
願
功
徳
經
』（
玄
奘
訳
、『
大

正
新
修
大
蔵
経
』
一
四-

四
〇
四
））
に
四
十
九
光
燈
へ
の
言
及
が
見
え
る

点
等
、
台
南
道
教
及
び
周
辺
地
域
の
道
士
が
使
用
す
る
科
儀
書
（
台
南
道

教
の
祭
薬
王
の
科
儀
書
で
あ
る
『
太
上
鴻
名
藥
皇
科
儀
』（
二
〇
一
八
年
王

鵬
榮
道
士
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
）、溪
北
の『
太
上
鴻
名
靈
寶
藥
師
寶
懺
』（
大

淵
忍
爾
一
九
八
三
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
五
九
五-

五
九
九
頁
）、
高
雄
の

開
通
冥
路
の
科
儀
書
『
無
上
拔
度
開
通
冥
路
科
儀
』（
二
〇
一
八
年
一
月
台

南
市
仁
徳
區
萬
龍
宮
で
行
わ
れ
た
三
朝
功
德
に
て
撮
影
し
た
も
の
）
等
）

と
の
関
係
が
疑
わ
れ
る
部
分
が
あ
り
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
論
じ
た
い
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
頭
七
、
台
南
道
教
、
習
俗
、
招
魂
、
開
通
冥
路


